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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 １　コミュニティ活動の推進 総合振興計画大綱 １　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

細施策２ コミュニティ活動の活性化支援 細施策８

細施策３ コミュニティ施設の整備・充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

地区コミュニティ協議会やNPO法人等の組織づくりを支援するとともに、町内会等の自治会活動の支援や活動のた
めの場所となる施設の充実、市民活動に関する情報の提供など、コミュニティ活動を積極的に推進します。

細施策１ コミュニティ意識の高揚 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 市民部市民生活課 関係部課 各総合支所総務管理課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
コミュニティ施設の
利用者数

単位
167,000 167,000 167,000 167,000 167,000
177,239

項
番

指標名

168,207 72,678 105,312 136,192

人
106.1% 100.7% 43.5% 63.1% 81.6%

.

実績

②
地区コミュニティ
協議会の組織数

単位
14 15 17 19 21
12 13 13 13 13

団体
85.7% 86.7% 76.5% 68.4% 61.9%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 60,966,485 47,965,978 51,101,447 51,346,561 54,047,531

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　地区コミュミティ協議会について、未設立の地域に啓発を行い、組織づくりの推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

コロナ禍により制限のある中、理事会等を通じ小学校区におけるコミュニティ組織が未設立の地域に対し
て設立に向けた啓発を行い、既設のコミュニティ組織間の連携が図れる体制づくりを推進しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により減少していたコミュニティ施設の利用者数は徐々に回復しており、
適切な予防対策や施設運営を図ることで、施設の安全確保及び利用者の増加に努めました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　高齢者福祉や子育て支援、防災・防犯・交通安全活動など、地域における行政サービスに対するニーズは多
様化・高度化しており、地域コミュニティと市の協働により、地域の課題の解決に向けて取り組んでいくこと
が必要です。また、地域コミュニティ等において、共通する目的や課題を共有し、相互に役割を分担しながら
連携して活動していくことができるよう、小学校区における地区コミュニティ協議会の設立を促進するととも
に、さらなる連携を図ることが課題となっています。
　引き続きコミュニティ協議会や地域固有のコミュニティ活動に対する支援を行うとともに、小学校区単位で
設立された地区コミュニティ協議会を主軸に、さらなる地域のコミュニティ活動の活性化を図ります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 市民部長　小澤　敦子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

コミュニティ協議会運営事業 110211312 ② 2 1 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

集会所維持管理事業 110310617 ー 4 3 ー

コミュニティ祭り事業 110214305 ー ー ー ー

コミュニティ施設管理事業 110314407 ① ー ー ー

コミュニティ助成事業 110311313 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ２　協働のまちづくりの推進 総合振興計画大綱 １　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

細施策２ 市民団体、ボランティア等の育成・支援 細施策８

細施策３ 細施策９

施策の
基本的
方向性

環境問題や教育問題への取り組み、福祉問題への対応など、ますます多様化し高度化するまちづくりの課題を地域
の創意と工夫により解決していくため、NPO活動やボランティア活動を支援するとともに、計画策定、審議会等への
市民の参加を促進します。
また、久喜市自治基本条例の理念に基づき、市民、事業者、行政等で適切に役割を分担し、協働のまちづくりを推

進します。

細施策１ 参画の仕組みづくりから協働のまちづくりへの展開 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 市民部市民生活課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
附属機関公募委員の
応募率

単位
142.0 144.0 146.0 148.0 150.0
121.0

項
番

指標名

153.3 121.5 158.1 131.8

％
85.2% 106.5% 83.2% 106.8% 87.9%

実績

②
市民参加推進員
登録者数

単位
35 40 45 50 55
32 43 46 47 55

人
91.4% 107.5% 102.2% 94.0% 100.0%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） － － － － －

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　附属機関について、委員が参加しやすい開催方法や意見を出しやすい会議の進め方などを引き続き検討し、
実施に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

附属機関公募委員について、20機関85人の募集に対し、112人の応募がありました。附属機関委員やパブ
リック・コメント、市民参加推進員の募集について、市SNS等を利用し積極的に周知を図るとともに、電子申
請サービスを活用することで、特に市民参加推進委員は12人の新規登録者がありました。若い世代の市民参
加を促す取組みについて検討するとともに、附属機関の委員が参加しやすい会議の開催方法のひとつとして、
オンラインによる会議開催について検討しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　久喜市市民参加条例に基づき、各種行政計画等の策定段階において、適切に市民参加を求め、市民との協働
による多様なまちづくりの推進を図ることが必要です。また、附属機関公募委員の募集については、応募率を
上げるよう、市民に対して附属機関の役割や検討内容等の情報を分かりやすく提供する必要があります。
　今後は、幅広い年齢層の市民が市政に関わる機会を増やすべく、オンラインでの市民参加の手続きの利用拡
大を図るとともに、特に若い世代の市民参加を促す取組みについて検討していきます。なお、令和5年度は、
取組みのひとつとして、市長と若い世代との座談会の実施を計画しています。
　また、附属機関の委員が参加しやすく、発言しやすい会議の開催方法として、オンラインによる会議開催の
あり方について具体的に検討します。

さらに、市民参加推進員については、継続的に市SNS等で周知・募集を行い登録者の増加に繋げるほか、市
民参加推進員のより積極的な活用について庁内に働きかけます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 市民部長　小澤　敦子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

自治基本条例推進事業 120111308 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

場外発売場環境整備基金積立事業 120210111 ー ー ー ー

地域提案型活動事業 120111314 ー ー ー ー

区長会運営事業 120211310 ー ー ー ー

自治行政区運営事業 120211309 ー ー ー ー

市民活動推進事業 120211311 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ３　人権の尊重 総合振興計画大綱 １　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

細施策２ きめ細かな相談活動 細施策８

細施策３ 隣保館事業の推進 細施策９

施策の
基本的
方向性

すべての人が、生まれながらに有する権利である人権を尊重する社会の実現に向け、同和問題をはじめとするあら
ゆる人権問題に関する教育や啓発活動を積極的に行うとともに、相談事業の充実に努めます。

細施策１ 人権教育と啓発活動の充実・推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 総務部人権推進課 関係部課 各総合支所総務管理課

細施策４ 環境改善対策の推進 細施策１０

細施策５ 都市宣言の推進 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
人権に関する相談窓口
の設置数

単位
51 51 51 51 51
51

項
番

指標名

51 0 42 51

回
100.0% 100.0% 0% 82.4% 100.0%

実績

②

単位

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 1,097,560 1,106,770 872,061 901,993 995,816

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　市民からの多種多様な相談を受けられるよう、人権相談の相談体制の充実を検討されたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

人権に関する相談窓口について、4地区を会場に人権相談・女性相談を原則毎月1回、計51回開設し、34件
の相談がありました。相談事業の周知にあたっては、広報紙の掲載や公共施設へのポスターの掲示、市民まつ
りでのチラシの配布等を行いました。また、広報紙「人権くき」は「子どもの人権、児童虐待」をテーマに発
行しました。さらに、相談体制の充実を図るため、法務局及び民生委員・児童委員との連携協力を図り、人権
擁護委員の資質向上を目的に「DV相談」をテーマにした研修会を実施しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　人権相談については、広報紙やホームページにおいて開催日程を周知しているところですが、他の様々な相
談事業と比較して、人権擁護委員による人権相談は、市民に浸透しておらず、充分に活用されていないという
課題を抱えております。このことから、市の各イベントや人権擁護委員の活動等を通して、人権相談を広く市
民へ浸透させていく必要があります。
　また、各種人権啓発事業についても、差別のない明るい社会を実現するため、継続的に事業を実施し、人権
啓発していくことが求められています。
　今後は、「人権のつどい」をはじめ、市の各イベント等の機会を通じて、人権相談の周知を図り、市の関係
部署や人権擁護委員、外部の関係機関等と連携・協力体制を深め、市民が相談しやすい環境づくりを行い、相
談事業の充実を図るとともに、引き続き人権問題の解消に向けた啓発活動を実施していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 総務部長　渡辺　文勝

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

人権啓発推進事業 130110804 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

人権尊重事業 130110806 ー ー ー ー

人権事業振興補助事業 130110805 ー ー ー ー

人権擁護事業 130210803 ① ー ー ー

埼葛人権を考えるつどい事業 130110808 ー ー ー ー

しょうぶ会館事業 130314203 ー ー ー ー

しょうぶ会館運営委員会事業 130314202 ー ー ー ー

人間尊重・平和都市宣言推進事業 130510807 ー ー ー ー

しょうぶ会館管理事業 130314204 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ４　男女共同参画社会の実現 総合振興計画大綱 １　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

細施策２ 男女共同参画の意識づくり 細施策８

細施策３ 男女共同参画を推進する体制づくり 細施策９

施策の
基本的
方向性

男女がともにいきいきと個性と能力を発揮し、あらゆる分野で平等に参画できる社会の実現を目指し、男女共同参
画の推進に関する啓発活動を積極的に行い、各種相談事業の充実に努めるとともに、審議会等への女性委員の登用を
推進します。

細施策１ 男女の人権を尊重したまちづくり 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 総務部人権推進課 関係部課

細施策４ あらゆる世代の男女が安心して生活できる環境づくり 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 男女共同参画の周知度

単位
－ － － － 80.0
－

項
番

指標名

－ － 60.9 －

％
－ － － － －

平成28年度久喜市男女共同参画に関する市民意識調査　53.1％

実績

②
市の審議会等における
女性委員の登用率

単位
40.0 40.0 40.0 40.0 40.0
36.7 36.4 37.3 38.8 37.3

％
91.8% 91.0% 93.3% 97.0% 93.3%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 623,135 709,829 838,671 680,692 765,839

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視しながら、感染防止対策を講じて、男と女のつどいは開催時間
を変更し、1日体験学習ツアーは開催時期を変更するなどして、可能な限り事業を実施しました。
　男女共同参画の周知度については把握する機会がありませんでした。審議会等の委員については、委員選出
元の団体の構成員に女性が少ない等の理由により、女性委員の登用率が低下しましたが、市民公募委員につい
ては、各担当課により積極的に女性委員の登用が図られました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めながら可能な限り事業を実施し、男女共同参画に関する啓発を進
めていますが、令和3年度の市民意識調査で集計した男女共同参画の周知度は平成28年度より向上しているものの、
令和4年度目標値には到達できていない状況です。

市民意識調査の結果や社会情勢の変化などを踏まえ、令和5年度からの5年間を計画期間とする「第3次久喜市男女
共同参画行動計画」を令和5年3月に策定し、今後は本計画に沿って男女共同参画推進の取組みを進めます。固定的
性別役割分担意識の解消や多様な性のあり方への正しい理解など、世代によって認識が異なる重要な課題について
は、講演会の開催等の様々な手段により継続して啓発を行います。

特定の役職から委員が選出される審議会や専門性の高い審議会において、女性委員の登用率が低い状況が続いて
いることから、男女共同参画人材リストの活用等により、様々な分野で活躍する女性人材について各担当課に情報
提供を行い、登用率の向上を図ります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 総務部長　渡辺　文勝

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

女性の悩み相談事業 140110811 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

男女共同参画審議会運営事業 140310809 ー ー ー ー

男女共同参画啓発事業 140210810 ①② 1 3 ー

男女共同参画行動計画策定事業 140310812 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ５　交流活動の推進 総合振興計画大綱 １　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

細施策２ 地域間交流の促進 細施策８

細施策３ 外国籍市民の住みやすい環境整備 細施策９

施策の
基本的
方向性

国際社会に対応できるよう、姉妹都市との交流を充実し、国際理解の促進や国際的視野に立った人づくり、地域づ
くりを目指すとともに、外国籍市民への支援の充実に努めます。
友好都市との交流を促進するとともに、市民の相互交流の支援に努め、自然や歴史を通じた文化交流、観光や特産

品による産業交流など地域間の交流を促進します。

細施策１ 国際交流の促進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 市民部市民生活課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 日本語教室参加者数

単位
105 105 110 115 120
103

項
番

指標名

141 146 32 117

人
98.1% 134.3% 132.7% 27.8% 97.5%

実績

②
外国語（併記）刊行物
の発行種類数

単位
－ － － 1 1
－ － － 1 1

種類
－ － － 100.0% 100.0%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 422,880 453,367 485,047 352,000 352,000

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　日本語教室の開催について、より多くの外国籍の方が参加の機会を得られるよう、分かりやすいチラシを作
成するなど、開催方法や周知方法の工夫に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

市内在住の日本語が得意でない外国籍市民を対象に、日本語学習の支援及び日常生活に必要な情報を提供するた
め、全8回の日本語教室を開催しました（日程：令和4年9月3日～10月22日の土曜日）。より多くの外国籍市民に周
知するため、市内の工業団地内事業所等への周知や店舗等へのポスターの掲示を行ったほか、申込受付に電子申請
サービスを活用しました。また、外国人のための暮らしのガイドブック（やさしい日本語・英語）のチラシを市民
課（総合窓口）に配架・周知を行うとともに、市主催の日本語教室の授業でも本ガイドブックを活用しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　国際社会に対応できる地域づくりを進めるためには、他国の文化を知り理解するとともに、外国籍市民にも
日本のマナーや災害時の対応等を理解してもらうことが重要です。このため、市民の様々な国際交流活動を促
進するとともに、外国語による生活情報の提供や日本語教室の内容の充実に努める必要があります。
　多くの外国籍市民に日本語を学習する機会を提供するため、市主催の日本語教室について、実施回数を増や
し、内容の充実を図ります。また、市内ボランティア団体主催の日本語教室で活動する日本語ボランティアを
増やすため、令和5年度は、ボランティア養成講座の開催を計画しています。
　外国人のための暮らしのガイドブック（やさしい日本語・英語）は、外国籍市民目線の情報を提供できるよ
う、市内日本語ボランティア団体の意見を取り入れ、内容の見直しを行います。また、市内日本語ボランティ
ア団体と定期的に意見交換等を行い、外国籍市民支援事業全体の充実に努めます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 市民部長　小澤　敦子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

国際・国内交流事業 150114406 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

外国籍市民支援事業 150311303 ①② ー ー ー

産業交流事業 150212018 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ６　情報公開の推進 総合振興計画大綱 １　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

細施策２ 市政情報の提供 細施策８

細施策３ 公文書の適正管理 細施策９

施策の
基本的
方向性

公正で開かれた市政運営を確保するため、個人情報の保護に配慮しながら、情報公開制度の適正な運用と積極的な
情報提供に努めます。

細施策１ 情報の公開と個人情報の保護 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 総務部市政情報課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 歴史公文書の所蔵件数

単位
20,000 21,000 22,000 23,000 24,000
20,005

項
番

指標名

21,201 23,256 30,420 35,646

件
100.0% 101.0% 105.7% 132.3% 148.5%

実績

②

単位

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 479,357 437,944 459,859 378,752 998,013

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　公文書のデジタル化に向けた検討を進め、事務の効率化及び市民サービスの向上に努められたい。
　また、公文書館の広報周知を積極的に図り、さらなる利用促進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

公文書館では、公文書のライフサイクルに基づき所定の保存年限を経過した公文書を、公文書館職員が1点ずつ確認しながら評価選別を行
い、「歴史資料として重要な市の公文書」など、公文書館所蔵資料の充実に努めました。企画展については評価選別の成果を基に、市民の関
心が高いテーマを選定して、広報紙や市ホームページで紹介するなど、情報発信を行いました。また、公文書のデジタル化に向けた取組みに
ついては、当館所蔵の歴史的公文書を久喜市立図書館の「久喜市デジタルアーカイブ」に提供し、デジタル化した資料をインターネット上に
公開しました。さらに、国や埼玉県が主催する研修会に参加し、公文書のデジタル化に対する先進自治体施設の視察や、取組み事例等に係る
講義を受講すること等により、情報収集を行いました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　情報公開制度等への的確な対応の土台づくりには、ファイリングシステムにより公文書の整理や保管を適正
に行っていく必要があります。定期的な点検や職員研修を継続して行い、適切なファイリングシステムの維持
を徹底します。
　広報紙や市ホームページを活用し、公文書館や公文書館所蔵資料の紹介や周知を図り、公文書館の利用を促
進します。また、公文書館では歴史公文書等の公文書館所蔵資料や閲覧室の行政資料コーナーの充実に努め、
企画展の開催等、市民への積極的な情報提供を図っていきます。
　また、公文書のデジタル化につきましては、電子決裁システム導入等について、関係課と業務の調整を図り
ながら、電子文書を含めた公文書のライフサイクルの見直しや、先進地の運用及び例規等の調査研究を行って
まいります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 総務部長　渡辺　文勝

施策の目標達成
度

■ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

市政情報提供事業 160210911 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

公文書館活動事業 160310909 ① ー ー ー

ファイリングシステム維持管理事業 160310907 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ７　戦略的かつ効果的な広報・広聴活動の推進 総合振興計画大綱 １　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

細施策２ シティプロモーションの推進 細施策８

細施策３ 細施策９

施策の
基本的
方向性

戦略的かつ効果的な広報活動を実施するため、広報紙、ホームページ、電子メール、公式SNS及び公式動画チャン
ネル等を活用して、行政の情報を市民に提供します。
また、様々な情報発信媒体を活用し、市内外に本市の魅力を発信するなど、シティプロモーションの推進に努めま

す。

細施策１ 広報・広聴活動の充実 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 総務部市政情報課 関係部課 環境経済部久喜ブランド推進課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
ホームページアクセス
件数

単位
4,023,000 4,423,000 4,823,000 5,223,000 5,550,000
6,310,374

項
番

指標名

7,027,128 11,960,172 13,433,301 8,921,991

件
156.9% 158.9% 248.0% 257.2% 160.8%

実績

②
メール配信による情報
提供数

単位
550 550 550 550 550
606 570 843 962 912

件
110.2% 103.6% 153.3% 174.9% 165.8%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 3,545,856 3,884,396 6,484,852 4,339,236 5,092,692

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

ホームページやメール、久喜市公式LINE等、引き続き様々なツールを活用し、分かりやすい情報発信に努
められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　市ホームページでは、市民の関心が高い新型コロナウイルスワクチン接種情報をトップページの上部に配置
するなどし、市民の方が必要とする情報を取得しやすいホームページの運用に努めました。
　また、メール配信や公式SNS等の様々なツールも活用し、市からの情報発信を行いました。

さらに、令和元年5月の広報紙リニューアル後初めてとなるアンケートを実施したところ、広報くきの読み
やすさについて、「読みやすい」47.4％、「普通」49.3%とのご意見をいただきました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 住んでよかった、来てよかったと思える魅力的なまちをつくる KPI番号 ② 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

PR動画が再生された回数
（累計）

単位 目標 870,000 950,000

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

1,000,000

回
実績 907,769 965,950 982,670

達成率 104.3% 101.7% 98.3%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

令和3年度と比較してアクセス件数は大幅に減少したものの、令和5年現在でもホームページは主要な情報
発信手段です。また、広報紙のページ数を削減するため、これまでフォトニュースのページに載せていた協定
締結式の写真等をホームページで公開するなど、情報発信手段をシフトしていきます。市ホームページは、誰
にとっても見やすく探しやすい構成であるとともに、最新の情報が掲載されている必要があるため、他自治体
のホームページ等を参考にしながら、次期ホームページの更新に向けた準備を進めてまいります。

メール配信サービスや公式SNS等を活用した情報発信については、新型コロナウイルス感染症により中止し
ていたイベントの再開等により、発信件数の増加が見込まれます。引き続き、年代を問わず誰にとっても分か
りやすい表現となるよう心がけるとともに、多くの方に利用いただけるよう周知を図ってまいります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 総務部長　渡辺　文勝

施策の目標達成
度

■ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

広報広聴業務経費 170110902 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

ホームページ事業 170110904 ① ー ー ー

広報発行事業 170110903 ー ー ー ー

データ放送配信事業 170110906 ー ー ー ー

メール配信事業 170110905 ② ー ー ー

シティプロモーション推進事業 170212034 ー 2 1 ②

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 １　自然環境の保全・創造 総合振興計画大綱 ２　自然とふれあえる、環境に優しいまち

細施策２ 緑化の推進 細施策８

細施策３ 細施策９

施策の
基本的
方向性

　本市には、河川や用水、池沼、湿地などの水辺、屋敷林、農地などの緑豊かな景観が広がっています。
この豊かな自然を守るために、樹林地や屋敷林等の保全を推進するとともに、動植物の生態系を育むなど、自然環

境の保全・創造に努めます。
また、市民が自然環境の大切さを実感する機会を設けることや小・中学校での環境教育等を通じて、環境意識の高

揚に取り組みます。

細施策１ 意識啓発の推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部環境課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 環境関係住民団体数

単位
7 7 7 7 8
4

項
番

指標名

4 4 4 4

団体
57.1% 57.1% 57.1% 57.1% 50.0%

実績

② 環境学習会開催数

単位
7 7 7 8 8
7 6 3 2 5

回
100.0% 85.7% 42.9% 25.0% 62.5%

③ 河川の水質基準達成率

単位
77.3 77.5 77.6 77.8 78.0
76.1 88.1 66.1 78.0 72.5

％
98.4% 113.7% 85.2% 100.3% 92.9%

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 10,499,617 10,597,217 11,199,810 8,632,837 8,107,547

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　環境関係住民団体の活動については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の影響で、活動内容が以前
の水準に戻っていない状況ですが、既存の支援団体に対して活動継続のアドバイスを行いました。
　また、環境学習については、「目で見る環境講座」としてオンラインでの工場見学を実施するなど、新たな
試みを行い、参加者数の増加に繋がりました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　
　

環境関係住民団体については、地域で環境保全活動を行う団体等について情報収集を行い、活動内容を精
査して、補助金の交付対象であるか検討し、登録団体数を増加できるよう努めていきます。

環境学習会については、今後も参加者の興味を引くイベントを企画するとともに、Zoom等を積極的に活用
し、市民が環境学習に参加する機会を増やしていきます。

また、河川の水質基準につきましては、長期にわたり監視を続けていく必要があるため、今後も市ホーム
ページ等で情報を積極的に公表し、市民の水環境保全への意識の向上を図っていきます。
　

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

環境審議会事業 210111703 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

環境団体支援事業 210111705 ① ー ー ー

環境監査委員会事業 210111704 ー ー ー ー

自然保護事業 210111711 ー 4 3 ー

環境学習事業 210111710 ② 4 3 ー

環境保全業務経費 210111717 ー ー ー ー

環境基本計画策定事業 210111715 ー ー ー ー

緑化推進事業 210213801 ー 4 3 ー

公害監視調査事業　水質 210211719 ③ ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ２　快適な生活環境の創造 総合振興計画大綱 ２　自然とふれあえる、環境に優しいまち

細施策２ 公共用水域の水質保全 細施策８

細施策３ 公害等の環境問題への対応 細施策９

施策の
基本的
方向性

快適で心やすらぐ生活環境を実現するため、市民や事業者の協力を得て、水質汚濁や大気汚染などの公害防止対策
を進めます。
また、合併処理浄化槽の普及と管理など、家庭における生活雑排水対策や啓発活動に努めるとともに、環境美化活

動や不法投棄の監視等を強化します。

細施策１ まちをきれいにする運動の推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部環境課 関係部課 上下水道部下水道施設課

細施策４ 不法投棄に対する監視と防止の啓発 細施策１０

細施策５ 動物愛護と適正飼育 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
ゴミゼロ・クリーン
久喜市民運動参加人数

単位
21,525 22,144 22,762 23,380 24,000
25,921

項
番

指標名

25,428 0 0 15,341

人
120.4% 114.8% 0% 0% 63.9%

実績

② 公害に関する苦情件数

単位
140以下 140以下 140以下 140以下 140以下
187(42) 87(20) 94(24) 82(9) 123(16)

件
66.4% 137.9% 132.9% 141.4% 112.1%

公害に関する苦情件数については、埼玉県の公害相談記録データベースシステムの基準に合わせた件数も併記している。

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 19,930,720 21,034,337 21,788,030 14,259,696 15,987,414

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　廃棄物の不法投棄や不適切な野積み等を防ぐため、廃棄物を出させない環境づくりや定期的なパトロールの実施に努められたい。
　また、市街地に生息する鳥獣に関する問題の解消など、快適な生活環境の維持に向けて、事業の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　廃棄物の不法投棄を防ぐため、ゴミゼロ・クリーン久喜市民運動を新型コロナウイルス感染症感染防止対策
に配慮した上で実施しました。また、不法投棄や土砂の堆積等について、職員のパトロールを引き続き実施し
ました。
　市街地における鳥獣対策として、特定外来生物であるアライグマについて、檻の設置による駆除を実施しま
した。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

令和4年度のゴミゼロ・クリーン久喜市民運動は、新型コロナウイルス感染症の感染防止に配慮し、統一し
た行動日を設けず、基準日の前後1週間において、団体ごとに任意参加としたことから、令和元年度と比較し
て、参加人数は約40％減少しました。今後については、広報紙や区長会等により市民に周知していくこと
で、参加人数を回復させていきたいと考えています。
　公害に関する苦情については目標を達成していますが、引き続き、職員のパトロールにより、以前より苦情
となっている地点を重点的に巡回するとともに、他の地域についても、苦情の原因となり得る事案がないか確
認し、苦情となり得る事案があれば、声掛け・指導を行うことで、苦情を未然に防げるよう努めていきます。
また、広報紙やSNS等により環境についての啓発活動を行うことで意識の向上を図っていきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

ポイ捨て等及び路上喫煙防止対策事業 220111721 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

公害監視調査事業　公害 220311718 ② ー ー ー

地域保健衛生事業 220111723 ① ー ー ー

除草代行事業 220411724 ー ー ー ー

不法投棄対策事業 220411720 ー ー ー ー

畜犬対策事業 220511722 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ３　美しい景観の形成 総合振興計画大綱 ２　自然とふれあえる、環境に優しいまち

細施策２ 特色ある市街地の景観づくり 細施策８

細施策３ 細施策９

施策の
基本的
方向性

市民や企業等の景観保全意識の醸成を図るとともに、景観を乱すおそれのある建物や野立て看板に対する規制な
ど、美しい田園風景や歴史的景観の保全に努めます。

細施策１ 良好な景観の保全 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 建設部都市計画課 関係部課 建設部道路河川課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
地区計画を定めている
地区数

単位
15 15 15 15 15
15

項
番

指標名

15 15 15 16

地区
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 106.7%

実績

②

単位

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） － － － － －

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　街路樹や植栽について、景観の保全と安全な通行に配慮した、適切な管理に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　街路樹や植栽の管理にあたっては、樹木等の生長に応じて、定期的に剪定又は除草を実施しました。
　また、交通の支障となる樹木や雑草については、その都度剪定等を実施し、安全に通行できるよう努めまし
た。

成果指標の「地区計画を定めている地区数」については、新たに令和4年11月30日に高柳地区地区計画を定
めたことにより増加しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　久喜市は埼玉県の景観計画区域に属しています。市内において一定の規模を超える建築や物件の堆積等の行
為をしようとする者は、工事の30日前までに、市に対して埼玉県景観条例に基づく届出を行う必要がありま
す。本届出制度の周知を図り、適切な指導を行うことで、引き続き美しい景観の維持や良好な街並みの形成及
び保全に努めます。
　また、地区計画に定めている、建築物等の用途の制限や、壁面の位置の制限などを市民の方や事業者等に分
かりやすい形で周知するよう努めます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 建設部長　持齋　康弘

施策の目標達成
度

■ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

街路樹管理事業 230113506 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ４　廃棄物処理の充実 総合振興計画大綱 ２　自然とふれあえる、環境に優しいまち

細施策２ ごみの収集・運搬体制の充実 細施策８

細施策３ ごみ・し尿処理体制の充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

循環型社会の構築を目指し、市民、事業者及び行政の協働によるごみの減量化と資源化を推進するとともに、安全
で安心な廃棄物処理により、一層の環境負荷の低減を図ります。

細施策１ ごみ減量化運動の推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部資源循環推進課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
市民一人1日当たり
ごみ排出量
（資源物を除く）

単位
480以下 480以下 415以下 415以下 415以下

477

項
番

指標名

512 510 496 506(速報値)

g
100.6% 93.3% 77.1% 80.5% 78.1%

実績

②
再生利用率
（リサイクル率）

単位
32.4 32.4 34.6 34.6 34.6
30.1 30.2 29.6 30.2 29.5(速報値)

％
92.9% 93.2% 85.5% 87.3% 85.3%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円）

2,414,497,000 2,374,747,000 2,506,750,000 2,436,248,000 2,555,664,000

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

ごみの減量やリサイクル率向上の達成に向けて、ごみの収集や分別について分かりやすく周知し、市民の意識向上を図るとともに、事業者
への働きかけに努められたい。また、パソコン・小型家電の回収サービスについて、市民が安心して利用できる方法で、引き続き実施された
い。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　広報紙やホームページ、ごみ分別アプリを通じて、ごみ排出量の削減やリサイクルの推進に向けた啓発を実施しました。
ごみ排出量の削減では、ごみ分別アプリを通じて、定期的に分別に関する配信等を行うとともに、令和4年度からは、外国語版ごみ分別カレンダーに

タガログ語を追加し、分かりやすい分別の周知に努めました。また、フードポストを公共施設や郵便局に常時設置し、食品ロス削減に取り組みました。
リサイクルの推進では、宅配便を利用したパソコン・小型家電の回収や、公共施設での使用済みのインクカートリッジや携帯電話の回収を継続して実

施するとともに、令和4年10月から、回収したペットボトルを原料に戻し新たなペットボトルを作るという「水平リサイクル」を開始しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

市民一人1日当たりのごみ排出量は500グラム前後で推移しており、ほぼ横ばいの状態が続いています。ま
た、再生利用率（リサイクル率）についても、同様の状態が続いており、ごみの中に混入している資源物の再
利用を推進することで、再生利用率を高め、ごみ排出量を削減していく必要があります。
　資源を繰り返し再生利用する循環型社会の構築に向け、従来のリデュース（減量）、リユース（再使用）、
リサイクル（再生利用）という「3R」に、リフューズ（不用なものは受け取らない）、リペア（修理）とい
う概念を加えた「5R」の定着を目指し、ごみの減量に関する情報や、現在実施している各種制度について、
広報紙やホームページ、分別アプリ等を活用し、市民に分かりやすい周知をより一層図っていきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

久喜宮代衛生組合負担金事業 240311803 ①② ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

し尿処理事業 240311806 ー ー ー ー

ごみ処理施設整備推進事業 240311804 ー ー ー ー

ごみ処理施設整備基金積立事業 240311809 ー ー ー ー

北本地区衛生組合負担金事業 240311807 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ５　地球環境問題への対応 総合振興計画大綱 ２　自然とふれあえる、環境に優しいまち

細施策２ 再生可能エネルギー・省エネルギー導入の促進 細施策８

細施策３ 環境マネジメントシステムの運用 細施策９

施策の
基本的
方向性

温室効果ガスの排出量削減など環境への負荷の軽減を図るため、太陽光発電などの再生可能エネルギーを活用する
とともに、省エネルギー機器導入の促進、環境意識の普及・啓発などを図り、低炭素社会の実現に努めます。

細施策１ 地球環境問題に関する意識啓発 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部環境課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①

市の事務・事業から
排出される温室効果
ガス総排出量
（二酸化炭素換算）

単位
11,746以下 11,746以下 11,746以下 11,746以下 11,746以下

13,024

項
番

指標名

12,809 11,685 11,695 12,895

t
89.1% 91.0% 100.5% 100.4% 90.2%

実績

②
設置された住宅用太陽
光発電システムの最大
出力

単位
5,150 5,650 5,750 5,850 5,950
4,877 5,327 5,787 6,185 6,729

kW
94.7% 94.3% 100.6% 105.7% 113.1%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 14,472,000 11,722,000 14,232,000 10,655,000 15,002,750

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

市自らの事務・事業に伴って排出する温室効果ガス総排出量を削減するため、環境目標プログラムを作成
し、目標達成に向けて取り組みました。

住宅用エネルギーシステム設置費補助金については、8機種合計398件に対して補助金15,000,000円を交付
しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

市の事務・事業から生じる温室効果ガス排出量は、令和3年度11,695tから令和4年度12,895tに増加し、令
和4年度目標値である11,746t以下を達成できませんでした。この原因については、新型コロナウイルス感染
症の影響が軽減したことに伴い、市の事業やイベントが再開されたこと等の影響により、温室効果ガス排出量
が増加したと考えられることから、引き続き目標値の達成に向けて取り組んでいきます。
　また、住宅用エネルギーシステム設置費補助金制度については、住宅用太陽光発電システムの出力に係る指
標の目標値を達成し、交付金額も、令和3年度10,655,000円から令和4年度15,000,000円に増加しました。今
後も、本市が令和3年4月22日に行った久喜市「ゼロカーボンシティ」宣言の実現に向け、市民が利用しやす
い制度となるよう取り組んでいきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

リサイクル促進事業 250111709 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

新エネルギー導入事業 250211707 ② ー ー ー

緑のカーテン事業 250111713 ー ー ー ー

地域新電力事業 250211716 ー ー ー ー

電気自動車等普及促進事業 250211708 ー ー ー ー

環境マネジメントシステム運用事業 250311706 ① ー ー ー

行政評価委員会
の意見

24



１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 １　健康づくり・食育の推進 総合振興計画大綱 ３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

細施策２ 各種健（検）診の充実 細施策８

細施策３ 母子保健の充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

市民の健康づくりと食育を推進するため第2次久喜市健康増進・食育推進計画に基づき、健康増進と食育の推進に
関する各種事業の充実を図ります。
また、健康づくりや食育は、市民一人ひとりが主体的に取り組むことが重要であり、関係するボランティア団体等

と協働し、地域全体で取り組む意識を高めます。

細施策１ 健康づくりと食育の推進体制の整備 細施策７

細施策６ 感染症対策の推進 細施策１２

所管部課 健康スポーツ部健康医療課 関係部課 健康スポーツ部中央保健センター、健康スポーツ部スポーツ振興課

細施策４ 歯科口腔保健の推進 細施策１０

細施策５ 精神保健と自殺対策の推進 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
健康づくりに関する
事業への参加者数

単位
85,000 85,000 85,000 85,000 85,000
70,581

項
番

指標名

74,400 34,675 44,315 64,404

人
83.0% 87.5% 40.8% 52.1% 75.8%

実績

② 65歳健康寿命

単位
男17.50 女20.25 男17.50 女20.25 男17.50 女20.25 男17.50 女20.25 男17.50 女20.25

男17.94 女20.36 男17.87 女20.52 男18.05 女20.64 男18.19 女20.66 男18.34 女20.86

年
男102.5% 女100.5% 男102.1% 女101.3% 男103.1% 女101.9% 男103.9% 女102.0% 男104.8% 女103.0%

③ がん検診受診者数

単位
41,200 43,300 45,300 47,300 49,300
40,642 41,225 32,497 38,142 40,126

人
98.6% 95.2% 71.7% 80.6% 81.4%

④
がん検診精密検査
受診率

単位
65.0 66.0 68.0 69.0 70.0
64.7 66.2 50.0 62.0 62.9

％
99.5% 100.3% 73.5% 89.9% 89.9%

⑤
乳幼児健康診査の
未受診児に対する
状況把握率

単位
96.0 97.0 98.0 99.0 100.0
99.3 100.0 99.9 99.9 100.0

％
103.4% 103.1% 102.0% 100.9% 100.0%

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 188,943,770 192,566,207 157,458,022 176,188,542 185,623,647

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

「健幸・スポーツ都市」宣言の趣旨に沿って各種事業を実施しました。事業の実施にあたり、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を
徹底し、新たな生活様式下でも実践可能な取組みを推進したほか、健康づくり・食育推進大会では会場規模は縮小しつつ、動画上映による
小・中学校、団体の発表や、ゲートキーパー養成講座をオンライン方式で実施するなど、情報ツールを積極的に活用し、幅広く市民が参加可
能な環境を整え健康づくりと食育を推進しました。

また、子どもから高齢者までのすべてのライフステージに対応した健康づくりを推進するため、各種健康に関する教室、保健指導、がん検
診、乳幼児健康診査や妊産婦健康診査、乳幼児相談・教室等の母子保健事業を実施しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる KPI番号 ② 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

不妊検査・不育症検査・
不妊治療費の助成件数

単位 目標 135 135

基本目標 あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちをつくる KPI番号 ② 総合振興計画成果指標との重複 －

135

件
実績 111 127 119

達成率 82.2% 94.1% 88.1%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

埼玉県コバトン健康マイレー
ジ事業参加者数

単位 目標 2,000 2,500

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

3,000

人
実績 2,048 2,523 3,031

達成率 102.4% 100.9% 101.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の取扱いが5類へ移行され、同感染症の影響により令和2年度以降
中止・縮小されていた各種事業の再開が見込まれるほか、情報ツールの活用によるオンライン方式や幅広い情
報発信など、コロナ禍において工夫して実施された事業を継続することにより、健康づくり・食育を推進して
いきます。
　また、次期健康増進・食育推進計画については、自殺対策計画を併せて策定し、心身の健康づくりや食育へ
の意識の向上を推進する事業の展開に努めていきます。
　がん検診は、更なる受診率の向上のための普及啓発を図ります。また、乳幼児健康診査未受診児の状況把握
及び対策の強化、不妊検査等の助成事業に関する周知方法の工夫、生活習慣病の正しい知識の普及、運動習慣
の定着や食生活の改善に向けた保健指導の強化など、健康づくりの推進をしていきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 健康スポーツ部長　真坂　八重子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見

26



５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

健康づくり・食育推進事業 310112609 ①② 4 1 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

健康づくり推進事業 310112812 ① 4 1 ②

食生活改善事業 310112803 ー ー ー ー

健康マイレージ助成事業 310122933 ー ー ー ー

成人健康相談事業 310112813 ー ー ー ー

出産・子育て応援事業 310312801 ー ー ー ー

成人健康診査事業 310212811 ①③④ ー ー ー

妊産婦健康診査事業 310312806 ー ー ー ー

母子愛育会地域活動事業 310312802 ー ー ー ー

乳幼児健康診査事業 310312808 ⑤ ー ー ー

ママ・パパ教室事業 310312807 ー ー ー ー

母子訪問指導事業 310312810 ー ー ー ー

乳幼児相談・教室事業 310312809 ー ー ー ー

産後ケア事業 310312815 ー 3 1 ー

子育て世代包括支援センター事業 310312814 ー 3 1 ー

新生児聴覚検査費助成事業 310312817 ー ー ー ー

不妊検査・不育症検査・不妊治療費助成事業 310312816 ー 3 1 ②

妊婦歯科健康診査事業 310412818 ー ー ー ー

妊婦応援給付金給付事業 310312820 ー ー ー ー

自殺対策事業 310512604 ① ー ー ー

成人歯科健康診査事業 310412819 ー ー ー ー

新型コロナウイルスワクチン接種事業 310612701 ー ー ー ー

精神保健事業 310512805 ー ー ー ー

予防接種事業 310612804 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ２　地域医療の充実 総合振興計画大綱 ３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

細施策２ 救急医療・災害時医療等の充実 細施策８

細施策３ 医療に関する情報提供の充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

地域完結型医療を確立するため、地域の医療機関が機能分化と連携を進めるとともに、行政、市民、医療機関等の
3者がそれぞれの役割を認識し、協働により地域医療を推進します。
また、救急医療については、重症度に応じた初期救急医療から三次救急医療までの重層的救急医療体制の整備を促

進するとともに、休日や夜間等における医療体制の一層の強化に向け、関係機関と調整を図ります。

細施策１ 地域医療及び地域医療提供体制等の充実 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 健康スポーツ部健康医療課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
「とねっと」参加
申込者数

単位
6,000 7,500 9,000 10,500 12,000
5,279

項
番

指標名

5,457 5,580 5,665 5,702

人
88.0% 72.8% 62.0% 54.0% 47.5%

実績

②
市内医療機関の
「とねっと」参加率

単位
25.0 28.0 30.0 32.0 35.0
23.4 23.1 22.8 21.3 19.2

％
93.6% 82.5% 76.0% 66.6% 54.9%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） － － － － 45,163,589

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　市民が、地域の医療機関で適切な医療を効率的に受けることができ、健康に生活できるよう、地域医療の充
実に努められたい。また、休日・夜間等も受診しやすい体制づくりに努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　「とねっと」については、保健事業や就学時健康診断等の機会を捉え、普及・啓発の活動を実施する一方、
埼玉利根保健医療圏医療連携推進協議会において構成市町と事業の継続について協議を行いました。
　その他、第二次救急医療圏の病院群輪番制参加病院に対する補助金の交付、同圏域内の構成市町と救急医療
の充実に関する協議を実施したほか、休日夜間急患診療所の休止期間中における臨時の対応として、内科及び
小児科の診療業務を医療機関に委託し、初期救急医療を提供しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　初期救急医療の提供については、新型コロナウイルス感染症の影響により、久喜市休日夜間急患診療所を休
診していましたが、感染症に対応した診療体制の確保が困難であることや、再開時の医師の確保が困難である
こと等の課題があり、診療再開の目途が立たない一方で、内科・小児科の診療を個別の医療機関で対応する休
日診療の体制が市民に浸透したこと等を踏まえ、令和5年3月31日をもって久喜市休日夜間急患診療所を廃止
しました。廃止後は、内科・小児科の診療を個別の医療機関に委託することで、初期救急医療の提供体制を整
備します。
　また、第二次救急医療については、「埼玉県東部北地区地域医療対策事務研究会」の構成市町等の関係行政
機関や医療機関と連携し、地域医療体制を維持していきます。

このほか、「とねっと」については、国の医療DXの動向等を踏まえ、「埼玉利根保健医療圏医療連携連絡
協議会」における構成市町との事業の継続に関する協議の結果、令和5年度末で事業が終了となります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 健康スポーツ部長　真坂　八重子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

感染症対策事業 320112605 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

地域医療推進事業 320112607 ー ー ー ー

地域医療対策事業 320112606 ①② 4 1 ー

新型コロナウイルス感染症検査費助成事業 320112611 ー ー ー ー

産婦人科医療機関開業支援事業 320112610 ー 3 1 ー

健康医療啓発事業 320212603 ー ー ー ー

新型コロナウイルス感染症自宅療養者等支援事業 320112612 ー ー ー ー

休日夜間急患診療所運営事業 320212614 ー ー ー ー

休日夜間急患診療所管理事業 320212613 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ３　子育て支援の充実 総合振興計画大綱 ３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

細施策２ 様々な保育ニーズへの対応 細施策８

細施策３ 要保護児童等に対する対策の充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

各種の保育サービスや放課後児童健全育成事業、家庭児童相談等の充実をはじめ、多様なニーズに対応し、誰もが
安心して子どもを産み育てることができるよう子育て支援の充実を図ります。
　経験豊かな高齢者の知識や地域の輪を生かし、地域全体で子育て家庭を支援する環境づくりを推進します。

細施策１ 子育ての総合的支援 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 子ども未来部子ども未来課 関係部課 子ども未来部保育課

細施策４ 子育て支援体制の充実 細施策１０

細施策５ 子育て環境の整備 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
特別保育実施
保育所等数

単位
30 30 30 30 30
30

項
番

指標名

32 35 39 39

箇所
100.0% 106.7% 116.7% 130.0% 130.0%

実績

② 保育所等待機児童数

単位
0 0 0 0 0
23 22 40 0 0

人
0% 0% 0% 100.0% 100.0%

③
子育て支援センター
利用者数

単位
29,800 32,000 32,000 32,000 40,000
31,145 30,677 11,129 16,290 18,566

人
104.5% 95.9% 34.8% 50.9% 46.4%

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 671,529,366 484,281,285 723,454,396 252,457,623 307,582,613

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　病児・病後児保育について、利用者の利便性向上につながる、申請手続きの見直しを実施されたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　病児・病後児保育の利用登録について、希望者が市役所の窓口に来庁せずとも手続きを行うことができるよ
う「久喜市電子申請・届出サービス」によるWEB（市ホームページ）からの申請を可能としたことで、利便性
の向上を図りました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

別紙のとおり

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　若い世代や子育て家庭が安心して暮らせるまちを実現するためには、子育て支援事業の推進など「子育てし
やすい久喜市」の環境づくりをさらに進めていく必要があります。

このような中、待機児童については、公立保育園及び民間保育所等において、必要な施設の供給量を確保
し、保育サービスの提供を行っており、令和5年8月現在発生していませんが、国の子育て施策の推進等によ
る保育需要の変化等に柔軟に対応していくため、引き続き、各運営事業者等と連携し、保育支援の充実を図っ
ていきます。
　指標にある地域子育て支援センター等の利用者数は、新型コロナウイルス感染症の影響により目標値には達
していない状況にありますが、子育て中の親子が交流することや、子どもたちの遊び場を確保することができ
ました。子育て家庭における多種多様なニーズに応えられるよう、引き続き工夫して各種子育て支援事業に取
り組んでいきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 子ども未来部長　尾﨑　弘章

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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３．第２期総合戦略との関連
基本目標 積極的な経済活性化、安心して働けるまちをつくる KPI番号 ⑥ 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

保育士人材確保就労支援金
交付対象

単位 目標 40 40

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる KPI番号 ③ 総合振興計画成果指標との重複 －

40

人
実績 22 28 27

達成率 55.0% 70.0% 67.5%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

ファミリー・サポート・
センターの登録会員数

単位 目標 920 930

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる KPI番号 ④ 総合振興計画成果指標との重複 －

945

人
実績 898 883 903

達成率 97.6% 94.9% 95.6％

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

病児・病後児保育利用延人数

単位 目標 200 340

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる KPI番号 ⑤ 総合振興計画成果指標との重複 －

467

人
実績 22 117 109

達成率 11.0% 34.4% 23.3%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

障がい児保育受入施設数

単位 目標 14 14 14

施設
実績 8 9 9

達成率 57.1% 64.3% 64.3%
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

児童福祉審議会運営事業 330113103 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

児童福祉施設業務経費 330213204 ー ー ー ー

子どものための教育・保育給付事業 330213202 ー ー ー ー

保育所運営事業 330213206 ② ー ー ー

保育所管理事業 330213205 ー ー ー ー

保育士等人材確保支援事業 330213208 ー 1 3 ⑥

私立保育所等補助事業 330213207 ① 3 2 ⑤

病児保育委託事業 330213211 ー 3 2 ④

実費徴収に係る補足給付事業 330213209 ー ー ー ー

子育てのための施設等利用給付事業 330213213 ー ー ー ー

幼児教育・保育無償化実施事業 330213212 ー ー ー ー

養育支援訪問事業 330313114 ー ー ー ー

多子世帯保育所保育料等軽減事業 330213216 ー 3 2 ー

子ども医療費支給事業 330413105 ー ー ー ー

子ども家庭総合支援拠点運営事業 330313116 ー 3 2 ー

子どものショートステイ事業 330413108 ー ー ー ー

ひとり親家庭等医療費支給事業 330413106 ー ー ー ー

すくすく出産祝金支給事業 330413111 ー ー ー ー

特別保育実施
保育所等数

330413110 ー ー ー ー

未熟児養育医療給付事業 330413113 ー ー ー ー

自立支援医療費（育成医療）支給事業 330413112 ー ー ー ー

児童手当給付事業 330413118 ー ー ー ー

児童扶養手当給付事業 330413117 ー ー ー ー

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業（繰越明許費分） 330413120 ー ー ー ー

子育て世帯への臨時特別給付金（その他世帯分）給付事業 330413119 ー ー ー ー

子育て応援給付金給付事業 330413122 ー ー ー ー

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 330413121 ー ー ー ー

放課後児童健全育成事業 330413210 ー ー ー ー

児童福祉施設入所事業 330413125 ー ー ー ー

おもちゃ図書館運営事業 330513104 ー ー ー ー

放課後児童クラブ施設整備事業 330413214 ー ー ー ー

ファミリー・サポート・センター運営事業 330513109 ー 3 2 ③

子育て支援ホームヘルパー派遣事業 330513107 ー ー ー ー

地域子育て支援事業 330513126 ー ー ー ー

つどいの広場事業 330513124 ー ー ー ー

児童館管理事業 330513128 ー ー ー ー

児童館運営委員会事業 330513127 ー ー ー ー

地域子育て支援センター管理事業 330513130 ー ー ー ー

児童館運営事業 330513129 ー 3 2 ー

地域子育て支援センター運営事業 330513131 ③ 3 2 ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ４　高齢者福祉の充実 総合振興計画大綱 ３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

細施策２ 高齢者支援サービスの充実 細施策８

細施策３ 介護保険サービスの充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

高齢者福祉施設の整備や介護保険事業の充実を図るため、市民やボランティア、関係機関との連携を密にして、多
様な介護予防・生活支援サービスを提供し、住み慣れた地域での高齢者の生活を支える地域包括ケアシステムの構築
を推進するとともに、災害時における要援護高齢者の避難支援体制の確立に努めます。
また、高齢者がその経験や知識を生かし、地域コミュニティ活動等に参加できる機会の充実を図るなど、生きがい

づくりを推進し、地域で支えあう社会作りを進めます。

細施策１ 高齢者支援体制の整備 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 福祉部高齢者福祉課 関係部課 福祉部社会福祉課、福祉部介護保険課

細施策４ 介護予防の推進 細施策１０

細施策５ 生きがいづくりと社会参加の推進 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
介護予防教室等の
参加者数

単位
30,000 31,000 32,000 33,000 33,500
32,465

項
番

指標名

31,327 1,482 5,866 15,827

人
108.2% 101.1% 4.6% 17.8% 47.2%

実績

②
地域包括支援センター
相談者数

単位
20,000 20,000 24,000 27,000 30,000
25,726 26,079 28,382 36,334 37,842

人
128.6% 130.4% 118.3% 134.6% 126.1%

③
いきいきデイサービス
の参加者数

単位
360 360 380 390 400
346 354 288 297 274

人
96.1% 98.3% 75.8% 76.2% 68.5%

④ 老人クラブ会員数

単位
3,200 3,200 3,200 3,200 3,200
2,388 2,153 1,882 1,659 1,527

人
74.6% 67.3% 58.8% 51.8% 47.7%

71.1% 67.6%

⑤
認知症サポーター養成
講座新規受講者数

単位
1,530 1,560 1,590 1,620 1,650
1,349 1,074 452 474 343

人
88.2% 68.8% 28.4% 29.3% 20.8%

⑥
介護予防ボランティア
（はつらつリーダー）
登録者数

単位
105 115 125 135 145
116 122 122 96 98

人
110.5% 106.1% 97.6%

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 214,109,410 189,804,260 156,570,565 173,313,433 190,053,295

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　高齢者の生きがいや健康づくりを推進し、地域の活動を広げるため、老人クラブの会員数の増加に努められ
たい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を講じて、介護予防教室や認知症サポーター養成講座、いきいきデイ
サービス等の各種事業を実施することで、高齢者の生きがいや健康づくりを推進しました。また、申込方法に電子
申請を取り入れるなど、事業の周知と利用者の利便性に配慮しました。

また、老人クラブについては、市ホームページや、広報くき令和5年2月号にて、活動の周知や会員募集の記事を
掲載しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　高齢者人口の増加に伴い、高齢者の抱える問題も多様化、複雑化しています。また、認知症を抱える高齢者
の数もますます増加すると考えられ、高齢者を地域で支えるための地域包括ケアシステムの構築が課題となっ
ています。
　今後の施策の方向性として、高齢者が元気な時から介護予防や健康づくりに取り組めるよう、介護予防事業
等の充実を図ります。また、高齢者の生きがいづくりや社会参加等を促進し、地域住民やボランティア団体、
関係機関と連携を図りながら、地域の支え合い活動を推進していきます。
　地域で暮らす高齢者がどのような課題を抱えているのかを把握し、高齢者が安心して自分らしい生活を人生
の最後まで続けることができるよう、地域包括ケアシステムの構築を推進していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 福祉部長　戸ヶ崎　利夫

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

在宅医療・介護連携推進事業 340132406 ー ー ー ー

地域包括支援センター事業 340132404 ② ー ー ー

生活支援体制整備事業 340132408 ー ー ー ー

認知症総合支援事業 340132407 ー ー ー ー

高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定事業 340132505 ー ー ー ー

地域ケア会議推進事業 340132409 ー ー ー ー

緊急時通報システム設置事業 340212407 ー ー ー ー

寝具乾燥消毒等事業 340212406 ー ー ー ー

訪問理容サービス事業 340212409 ー ー ー ー

高齢者日常生活用具購入費助成事業 340212408 ー ー ー ー

県社協｢あんしんサポートねっと」利用助成事業 340212411 ー ー ー ー

徘徊高齢者･障がい者探索システム事業 340212410 ー ー ー ー

任意事業（高齢者福祉課分） 340232405 ⑤ ー ー ー

成年後見推進事業 340212419 ー ー ー ー

介護保険特別対策事業 340312502 ー ー ー ー

任意事業（介護保険課分） 340232527 ー ー ー ー

公的介護施設等整備補助事業（繰越明許費分） 340312504 ー ー ー ー

介護サービス利用者負担助成事業 340312503 ー ー ー ー

菖蒲老人福祉センター管理事業 340412412 ー ー ー ー

いきいきデイサービス事業 340412405 ③ ー ー ー

高齢者福祉センター委託事業 340412414 ー ー ー ー

鷲宮福祉センター管理事業 340412413 ー ー ー ー

一般介護予防事業 340432411 ①⑥ ー ー ー

介護予防・生活支援サービス事業 340432410 ー ー ー ー

老人クラブ活動補助事業 340512114 ④ ー ー ー

敬老事業 340512113 ー ー ー ー

高齢者ふれあい元気サロン補助事業 340512418 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ５　障がい者（児）福祉の充実 総合振興計画大綱 ３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

細施策２ 就労・社会参加の促進 細施策８

細施策３ 障がい福祉サービスの充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

障がいのある人もない人も、相互に理解を深め支え合いながら、ノーマライゼーションの理念のもと、障がい者
（児）が生活しやすい環境を整えます。
障がい者（児）のニーズに的確に対応したきめ細かい支援サービスを提供するため、福祉ボランティア等の団体と

連携し、自立に向けた支援の充実を図るとともに、災害時にも対応できる体制の確立に努めます。

細施策１ 自立生活の支援 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 福祉部障がい者福祉課 関係部課

細施策４ 施設・生活環境の整備 細施策１０

細施策５ 権利擁護の推進 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
障がい者就労支援事業
登録者における障がい
者の就労数

単位
30 30 30 30 30
33

項
番

指標名

30 20 28 30

人
110.0% 100.0% 66.7% 93.3% 100.0%

※特別支援学校卒業生（3年生）を含む

実績

②

福祉タクシー利用助成
や自動車燃料費助成を
受けている障がい者の
割合

単位
80.0 80.0 80.0 80.0 80.0
81.4 80.7 79.8 78.5 73.0

％
101.8% 100.9% 99.8% 98.1% 91.3%

③
居宅介護等サービスを
受けている障がい者の
数

単位
320 320 320 320 320
370 369 352 314 321

人
115.6% 115.3% 110.0% 98.1% 100.3%

④
日中活動系サービスを
受けている障がい者の
数

単位
1,120 1,120 1,120 1,120 1,120
1,119 1,201 1,251 1,375 1,501

人
99.9% 107.2% 111.7% 122.8% 134.0%

⑤
要援護者見守り支援
事業のうち障がい者の
登録者数

単位
640 640 640 640 640
571 587 559 545 515

人
89.2% 91.7% 87.3% 85.2% 80.5%

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円）

2,092,784,507 2,190,451,195 2,297,455,203 2,781,308,953 2,779,676,345

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　障がい者や支援を必要とする人たちが、市に相談しやすく、また、必要とするサービスを利用できる体制の
構築に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

障がい者の就労実績は、新型コロナウイルス感染症の影響により低迷していた経済活動に回復の兆しが見え、企業側の障
がい者の受入れが再開してきたのではないかと推察されます。障害者福祉サービス（居宅介護等・日中活動等）の利用はコ
ロナ禍以前の状況に戻りつつあります。障がい者等からの相談については、障がいの種別や程度に応じて適切な情報提供や
障害福祉サービスの利用支援等を行うため、専門的な知識を有する法人に業務を委託しました。また、成年後見制度利用促
進のための支援事業や障がい者虐待防止センターの運営を行いました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

障がい者の就労支援の相談件数は増加しており、新型コロナウイルス感染症感染拡大以前の状況に戻りつつあ
り、令和4年度の就労数は令和元年度と同数になりました。タクシー利用料及び自動車燃料費助成については、障が
い者の外出を容易にし、生活範囲の拡大を図るために必要な事業であるため、引き続き計画どおり実施していきま
す。また、タクシー利用券の利用上限枚数が変更となっていることから、今後も対象者への周知に努めます。日中
活動の支援を行う通所施設やグループホームの需要が高まっており、市内に提供事業所が増えているものの、相談
支援事業所は不足しているところです。新たな事業所開設の相談が寄せられた際には、相談支援事業所の開設につ
いても働きかけを行ってまいります。

今後も、障がい者の個々のニーズや生活を把握し、障がい者が自己の選択により多様なサービスを適切に利用で
きるような体制づくりを進め、地域で安心して暮らし続けられるよう障がい者の生活を総合的に支援するととも
に、福祉・介護・教育・医療機関や福祉ボランティア団体等との連携を強化し、サービス基盤の整備を進めていき
ます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 福祉部長　戸ヶ崎　利夫

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

自立支援給付費事業 350112302 ③④ ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

相談支援事業 350112304 ー ー ー ー

障害支援区分認定事業 350112303 ー ー ー ー

日常生活用具給付等事業 350112306 ー ー ー ー

意思疎通支援事業 350112305 ー ー ー ー

更生訓練費給付事業 350112308 ー ー ー ー

地域活動支援センター事業 350112307 ー ー ー ー

知的障がい者職親委託事業 350112310 ー 1 3 ー

障がい者就職支度金給付事業 350112309 ー 1 3 ー

手話普及促進事業 350112332 ー ー ー ー

難聴児補聴器購入費助成事業 350112331 ー ー ー ー

社会参加促進事業 350212311 ー ー ー ー

障害児通所給付費事業 350112338 ー ー ー ー

発達障がい児等総合支援事業 350312313 ー ー ー ー

ボランティア育成事業 350212312 ー ー ー ー

障がい者施策推進協議会運営事業 350312316 ー ー ー ー

地域生活支援事業 350312314 ー ー ー ー

重度心身障害者医療費給付事業 350312318 ー ー ー ー

生活ホーム事業 350312317 ー ー ー ー

特別障害者手当支給事業 350312320 ー ー ー ー

在宅障がい者紙おむつ給付事業 350312319 ー ー ー ー

難病患者見舞金支給事業 350312322 ー ー ー ー

在宅重度心身障害者手当支給事業 350312321 ー ー ー ー

障害児（者）生活サポート補助事業 350312327 ー ー ー ー

障がい者団体活動費補助事業 350312326 ー ー ー ー

障がい者外出支援事業 350312329 ② ー ー ー

障がい者就労支援事業 350312328 ① 1 3 ー

障がい者計画・障がい（児）福祉計画策定事業 350312334 ー ー ー ー

医療的ケア児等総合支援事業 350312333 ー ー ー ー

重度身体障害者居宅改善整備補助事業 350412323 ー ー ー ー

心身障がい児通園施設利用者負担額助成事業 350312337 ー ー ー ー

民間施設バリアフリー化支援事業 350412325 ー ー ー ー

共同生活援助（差額）補助事業 350412324 ー ー ー ー

障がい者施設等物価高騰対策給付金給付事業 350412335 ー ー ー ー

パーキングパーミット交付事業 350412330 ー ー ー ー

のぞみ園管理運営事業 350412339 ー ー ー ー

障がい者施設運営事業 350412336 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ６　地域福祉・地域ボランティアの充実 総合振興計画大綱 ３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

細施策２ 地域福祉推進組織の活動支援 細施策８

細施策３ 要援護者の見守り支援 細施策９

施策の
基本的
方向性

地域福祉に関する意識の向上や福祉ボランティアの育成・支援と連携の強化など、市民、事業者、福祉団体及び行
政が協力して地域の相互扶助機能の充実を図ります。

細施策１ 福祉意識の醸成 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 福祉部社会福祉課 関係部課 環境経済部久喜ブランド推進課

細施策４ バリアフリー及びユニバーサルデザインの環境整備の推進 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
個人ボランティア
登録者数

単位
380 380 380 380 380
266

項
番

指標名

268 283 178 170

人
70.0% 70.5% 74.5% 46.8% 44.7%

実績

②
ボランティア登録団体
数

単位
88 88 88 88 88
86 87 84 80 78

団体
97.7% 98.9% 95.5% 90.9% 88.6%

③
要援護者見守り支援
台帳登録者数

単位
4,900 4,900 5,000 5,100 5,200
3,336 3,238 3,115 2,950 2,833

人
68.1% 66.1% 62.3% 57.8% 54.5%

④ 社会福祉協議会会員数

単位
32,000 32,000 32,000 32,000 32,000
30,831 30,249 29,716 29,732 29,945

世帯
96.3% 94,5% 92.9% 92.9% 93.6%

⑤
ふれあい・いきいき
サロン設置数

単位
60 60 60 60 60
63 67 65 63 65

箇所
105.0% 111.7% 108.3% 105.0% 108.3%

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 103,058,982 110,675,474 99,447,010 112,220,574 118,277,125

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　新型コロナウイルス感染症の影響により、個人ボランティアが減少していることから、あらゆる世代の方が
ボランティアとして参加しやすい仕組みづくりや活動の方法を検討されたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

夏休み期間にボランティア体験プログラムを実施し、高校生からシニア層を対象に、ボランティアに関心を持ち、参加するきっかけづくり
を行ったほか、企業や学校へボランティアを依頼し、協力を得ることができました。また、YouTubeくき社協ちゃんねるや情報配信サービ
ス、LINEにてボランティア活動紹介、講座情報等のPRを行いました。

市内7箇所において、日本防災士会から講師を招き、災害時の要援護者見守り支援について講演を行い、災害時や平常時における支援者の
役割を確認するため、区長、民生委員・児童委員、自主防災組織代表者の方々を対象としたワークショップを開催しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる KPI番号 ① 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

婚活支援事業補助金交付件数

単位 目標 4 5

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

6

件
実績 0 0 0

達成率 0% 0% 0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

住み慣れた地域で自分らしく幸せに暮らしていくために必要な仕組みや取組み内容についてまとめた「第3
次久喜市地域福祉計画・地域福祉活動計画」を策定しました。
　地域福祉の推進には、一人ひとりの主体的な活動としての「自助」、近所の助け合いやボランティア活動等
により住民同士で支え合う「互助」、介護保険や医療保険制度等の制度化された「共助」、行政が行う公的支
援としての「公助」を、それぞれ連携して実施していくことが必要となります。そのため、これらの取組みが
充実するように地域での説明や研修会等を実施していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 福祉部長　戸ヶ崎　利夫

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

婚活支援事業 360212002 ー 3 1 ①

福祉オンブズパーソン事業 360112105 ー ー ー ー

久喜市民生委員及び児童委員活動補助事業 360212103 ー ー ー ー

社会福祉協議会補助事業 360212102 ①②④⑤ ー ー ー

地域福祉計画推進事業 360212106 ー ー ー ー

久喜市遺族会活動補助事業 360212104 ー ー ー ー

ふれあいセンター久喜管理事業 360212111 ー ー ー ー

地域福祉計画策定事業 360212108 ー ー ー ー

要援護者見守り支援事業 360312107 ③ 4 2 ー

健康福祉センター管理事業 360212112 ー ー ー ー

福祉基金積立事業 360412116 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ７　社会保障制度の充実 総合振興計画大綱 ３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

細施策２ 高齢者医療制度の円滑な運営 細施策８

細施策３ 国民年金制度の啓発 細施策９

施策の
基本的
方向性

国民健康保険事業の一層の健全化のため、医療費抑制に向けた予防施策等に取り組むとともに、保険税の滞納額の
圧縮やレセプト審査点検による医療費の適正化を図り、保険財政基盤の強化に努めます。また、国民健康保険の広域
化に的確に対応します。
後期高齢者医療制度については、保険料の収納率の向上に努めるとともに、埼玉県後期高齢者医療広域連合と連携

し円滑な運営を図ります。生活保護事業等については、その適正な運用と、相談・指導体制の充実に努めます。

細施策１ 国民健康保険事業の推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 健康スポーツ部国民健康保険課 関係部課 総務部収納課、福祉部生活支援課、福祉部介護保険課

細施策４ 介護保険事業の推進 細施策１０

細施策５ 生活保護制度の適正な運用 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
国民健康保険税の
滞納額

単位
12.25以下 11.76以下 11.29以下 10.84以下 10.41以下

7.86

項
番

指標名

7.02 6.45 4.98 4.44

億円
135.8% 140.3% 142.9% 154.1% 157.3%

実績

②
生活保護から自立した
世帯数

単位
37 37 37 37 37
38 32 31 32 33

世帯
102.7% 86.5% 83.8% 86.5% 89.2%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円）

2,843,789,062 2,954,959,314 3,016,050,924 3,089,150,939 3,019,207,452

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

国民健康保険税の未納に対しては、納期限内に納付がない場合には督促状を送付し、督促状送付後も納付がない場合に
は、文書や電話により催告を行いました。それでも納付又は納税相談がない場合には財産調査を行い、調査の結果、納税資
力のある滞納者には差押えを、納税資力のない滞納者には滞納処分の執行停止を行いました。
また、生活に困窮する方に対しては、各世帯の状況を把握し、困窮の程度に応じた必要な保護を行い、就労可能な被保護

者に対しては、世帯の自立を促すことを目的に、積極的な就労支援を行いました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　国民健康保険事業については、国民健康保険税の早期の滞納整理に取り組んだことで、滞納額の圧縮を図る
ことができました。今後も税負担の公平性を確保するため、納税資力のある滞納者には差押えを、納税資力の
ない滞納者には滞納処分の執行停止を継続して行っていきます。
　また、生活保護受給者を取り巻く雇用情勢は、就労される方の多くがパートや派遣社員等の非正規雇用であ
り、安定した就労収入を得ることが難しく、多くの方が自立に至らない状況にあります。就労支援にあたって
は、支援が長期化し、就労意欲が低下することがないように、短期間に効率よく、生活保護受給者の状況に応
じた求職活動を支援していくことが課題となっています。生活保護受給者の自立に向け、市の就労支援相談員
や春日部公共職業安定所等の関係機関と連携し、就労支援の充実を図るとともに、様々な施策の活用を積極的
に行っていきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 健康スポーツ部長　真坂　八重子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

一般管理業務経費（収納課分） 370121201 ① ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

一般管理業務経費 370122902 ー ー ー ー

国民健康保険特別会計繰出事業 370112902 ー ー ー ー

賦課業務経費 370122904 ー ー ー ー

連合会負担金事業 370122903 ー ー ー ー

趣旨普及事業 370122906 ー ー ー ー

運営協議会業務経費 370122905 ー ー ー ー

退職被保険者等療養給付事業 370122908 ー ー ー ー

一般被保険者療養給付事業 370122907 ー ー ー ー

退職被保険者等療養費支給事業 370122910 ー ー ー ー

一般被保険者療養費支給事業 370122909 ー ー ー ー

一般被保険者高額療養費支給事業 370122912 ー ー ー ー

審査支払手数料納付事業 370122911 ー ー ー ー

一般被保険者高額介護合算療養費支給事業 370122914 ー ー ー ー

退職被保険者等高額療養費支給事業 370122913 ー ー ー ー

一般被保険者移送費支給事業 370122916 ー ー ー ー

退職被保険者等高額介護合算療養費支給事業 370122915 ー ー ー ー

出産育児一時金支給事業 370122918 ー ー ー ー

退職被保険者等移送費支給事業 370122917 ー ー ー ー

葬祭費支給事業 370122920 ー ー ー ー

出産育児一時金支払手数料納付事業 370122919 ー ー ー ー

一般被保険者医療給付費分国保事業費納付金事業 370122922 ー ー ー ー

傷病手当金支給事業 370122921 ー ー ー ー

一般被保険者後期高齢者支援金等分国保事業費納付金事業 370122924 ー ー ー ー

退職被保険者等医療給付費分国保事業費納付金事業 370122923 ー ー ー ー

介護納付金分国保事業費納付金事業 370122926 ー ー ー ー

退職被保険者等後期高齢者支援金等分国保事業費納付金事業 370122925 ー ー ー ー

財政安定化基金拠出金事業 370122928 ー ー ー ー

退職被保険者等該当者リスト事務費拠出事業 370122927 ー ー ー ー

特定保健指導事業 370122930 ー ー ー ー

特定健康診査事業 370122929 ー ー ー ー

保養施設利用者助成事業 370122932 ー ー ー ー

保健衛生普及事業 370122931 ー ー ー ー

がん検診助成事業 370122935 ー ー ー ー

人間ドック事業 370122934 ー ー ー ー

出産費資金貸付事業 370122937 ー ー ー ー

健康づくり運動教室事業 370122936 ー ー ー ー

償還金事業 370122939 ー ー ー ー

保険給付費等支払基金積立金事業 370122938 ー ー ー ー

高齢者健康増進事業 370212901 ー ー ー ー

一般会計繰出事業 370122940 ー ー ー ー

後期高齢者医療特別会計繰出事業 370212904 ー ー ー ー

後期高齢者医療広域連合負担金事業 370212903 ー ー ー ー

徴収事業 370242903 ー ー ー ー

一般管理業務経費 370242902 ー ー ー ー

保険料還付金事業 370242905 ー ー ー ー

後期高齢者医療広域連合納付金事業 370242904 ー ー ー ー

一般会計繰出事業 370242907 ー ー ー ー

保険料還付加算金事業 370242906 ー ー ー ー

介護施設等物価高騰対策給付金給付事業 370412505 ー ー ー ー

国民年金事務取扱業務経費 370311610 ー ー ー ー

介護保険災害臨時特例負担事業 370432504 ー ー ー ー

介護保険運営協議会事業 370432503 ー ー ー ー

介護認定審査会事業 370432507 ー ー ー ー

賦課徴収事業 370432506 ー ー ー ー
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57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

居宅介護サービス給付事業 370432509 ー ー ー ー

介護認定調査事業 370432508 ー ー ー ー

居宅介護福祉用具購入事業 370432511 ー ー ー ー

施設介護サービス給付事業 370432510 ー ー ー ー

居宅介護サービス計画給付事業 370432513 ー ー ー ー

居宅介護住宅改修事業 370432512 ー ー ー ー

介護予防サービス給付事業 370432515 ー ー ー ー

地域密着型介護サービス給付事業 370432514 ー ー ー ー

介護予防住宅改修事業 370432517 ー ー ー ー

介護予防福祉用具購入事業 370432516 ー ー ー ー

地域密着型介護予防サービス給付事業 370432519 ー ー ー ー

介護予防サービス計画給付事業 370432518 ー ー ー ー

高額介護サービス事業 370432521 ー ー ー ー

審査支払手数料事業 370432520 ー ー ー ー

高額医療合算介護サービス事業 370432523 ー ー ー ー

高額介護予防サービス事業 370432522 ー ー ー ー

特定入所者介護サービス事業 370432525 ー ー ー ー

高額医療合算介護予防サービス事業 370432524 ー ー ー ー

介護保険給付費準備基金積立事業 370432528 ー ー ー ー

特定入所者介護予防サービス事業 370432526 ー ー ー ー

生活困窮者自立支援事業 370512201 ー ー ー ー

第1号被保険者保険料還付事業 370432529 ー ー ー ー

家計改善支援事業 370512203 ー ー ー ー

生活困窮の子どもに対する学習支援事業 370512202 ー ー ー ー

生活保護業務経費 370512206 ー ー ー ー

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業 370512204 ー ー ー ー

生活保護事業 370512207 ② ー ー ー

48



１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 １　幼児教育の充実 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ 小学校との連携 細施策８

細施策３ 教員の資質・能力の向上 細施策９

施策の
基本的
方向性

生涯にわたる人格形成の基礎をつくり、また、「生きる力」を培うため、幼稚園・家庭・小学校・地域が相互に連
携を深めるとともに、教育環境を整備し、幼児教育の充実を図ります。

細施策１ 子どもたちの人間形成の基礎づくりの支援 細施策７

細施策６ 特別支援教育の充実 細施策１２

所管部課 教育部学務課 関係部課 教育部指導課

細施策４ 保護者への支援体制の充実 細施策１０

細施策５ 幼稚園と保育所の連携 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
幼稚園と小学校の交流
活動

単位
22 25 26 27 28
25

項
番

指標名

22 3 2 21

回
113.6% 88.0% 11.5% 7.4% 75.0%

実績

②

単位

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 38,395,518 45,931,670 8,859,646 7,807,325 7,825,196

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、幼稚園と小学校の交流活動が制限されていました
が、令和4年度については、各学校においてレクリエーションを交えた施設見学や一日体験入学など、工夫を
凝らした交流活動を行いました。これらの交流活動により入学予定の園児たちの就学に対する不安を軽減し、
かつ、入学に向けての意欲を高めることができました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

幼児期から児童期への円滑な移行と学びへの連続性を確保するためには、幼稚園・保育所・認定こども園
等と小学校との連携は不可欠であり、かつ、幼・保・小、それぞれの教員における共通認識を深めていくこと
が重要です。

新型コロナウイルス感染症の影響で交流活動が制限されていましたが、令和5年5月8日以降、同感染症が季
節性のインフルエンザと同じ5類感染症に移行したことにより、今後、幼・保・小の交流活動が活発に行える
よう、教育委員会としても実施方法について検討していきます。

また、令和5年度においては、幼稚園・保育所・認定こども園等と小学校との連携を図るための案内等を学
校に送付し、さらなる協力体制を図ってまいります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 教育部長　野原　隆

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

幼稚園管理事業 410115321 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

私立幼稚園補助事業 410115323 ー ー ー ー

幼稚園運営事業 410115322 ① ー ー ー

実費徴収に係る補足給付事業 410415326 ー ー ー ー

子育てのための施設等利用給付事業 410415325 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ２　学校教育の充実 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ 豊かな人間性を育む教育の充実 細施策８ 学校・家庭・地域が一体となった教育の推進

細施策３ 体力の向上と心身の健康づくりを図る教育の充実 細施策９ 安全の確保

施策の
基本的
方向性

小・中学校施設の非構造部材の耐震化などを進め、安全で快適な教育環境を整えるとともに、いじめや不登校の問題などに対応
する機能を集約した新たな施設を整備します。また、学校、家庭、地域との連携を強化して、地域が一体となった学校支援体制を
整え、良好な教育環境の形成に努めます。学校独自の取組みを尊重して特色ある学校づくりを促し、情報通信関連設備の整備によ
る国際化や情報化に対応した教育の充実を図ります。併せて、児童生徒の学力と体力を伸ばすとともに、豊かな人間性を育む学校
教育を推進します。さらに、小・中学校の小規模化に対応するため、学校の適正規模・適正配置の推進に努めます。

細施策１ 学ぶ意欲と確かな学力を育む教育の充実 細施策７ 教職員の資質・能力の向上

細施策６ 安全教育の充実 細施策１２ 学校給食の充実

所管部課 教育部指導課 関係部課 教育部教育総務課、教育部学務課、教育部学校給食課

細施策４ 学校における人権教育の充実 細施策１０ 学校の適正規模・適正配置の推進

細施策５ 自立する力を育む教育の充実 細施策１１ 学校施設・設備の整備・充実

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
校舎及び屋内運動場等
の非構造部材の落下防
止対策をした施設数

単位
13 19 32 37 37

9

項
番

指標名

19 20 22 22

施設
69.2％ 100.0% 62.5% 59.5% 59.5%

実績

②
地元農産物を取り入れ
た学校給食食材の割合

単位
15.8 16.1 16.4 16.7 17.0

17.1 22.3 20.7 18.3 28.7

％
108.2% 138.5% 126.2% 109.6% 168.8%

③
1日1回は読書をして
いる児童生徒の割合

単位
小91.0 中86.0 小92.0 中87.0 小93.0 中88.0 小94.0 中89.0 小95.0 中90.0

小86.4 中75.9 － 小78.9 中69.8 小77.0 中64.5

％
小94.9% 中88.3% － 小84.8% 中79.3% 小81.9% 中72.5%

対象学年は小学校6年、中学校3年

小78.9 中66.1

小83.1% 中73.4%

小93.0% 中91.2% 小91.3% 中88.8%

小91.0 中91.0 小92.0 中92.0

小87.8 中80.8 － 小82.0 中83.3 小88.9 中85.3

小103.3% 中95.1% － 小92.1% 中93.6%

小85.0 中85.0 小87.0 中87.0 小89.0 中89.0

小97.7% 中93.7%

小88.4 中81.6

小96.1% 中88.7%

小96.1% 中90.5%

対象学年は小学校5年、中学校2年

対象学年は小学校6年、中学校3年

⑤

新体力テストの5段階
絶対評価で上位3ランク
（ABC）の児童生徒の
割合

単位
小88.0 中88.0 小88.5 中88.5 小89.0 中89.0 小89.5 中89.5 小90.0 中90.0

④
「学校が好きだ」と
考えている児童生徒の
割合

単位

％

小87.5 中88.5 小88.0 中85.3 － 小83.2 中81.6 小82.2 中79.9

％
小99.4% 中100.6% 小99.4% 中96.4% －

⑥
毎日朝食を食べている
児童生徒の割合

単位
小99.0 中99.0 小99.0 中99.0 小99.5 中99.5 小99.5 中99.5 小100.0 中100.0

小97.3 中95.9 小95.6 中95.9 小96.0 中91.4 小95.6 中90.0

％
小98.3% 中96.9% 小96.6% 中96.9% 小96.5% 中91.9%

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円）

1,266,855,582 1,247,250,255 1,145,844,635 1,167,041,503 1,181,929,326

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　小中学校の英語教育を充実させ、英語に親しみやすい環境づくりを推進されたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

令和4年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、姉妹都市であるアメリカ合衆国ローズバー
グ市に対して、令和元年度に訪問した卒業生や中学生、小学生によるビデオメッセージを撮影し、送付しまし
た。

また、令和4年7月29日に、市内小学6年生を対象として、1日英語を使用して様々なアクティビティを行う
「久喜市小学生イングリッシュキャンプ」を開催しました。

小96.8 中88.9

小96.8% 中88.9%
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる KPI番号 ⑥ 総合振興計画成果指標との重複 4-2-②

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

地場産農産物を取り入れた
学校給食食材の割合

単位 目標 23.0 24.0

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる KPI番号 ⑦ 総合振興計画成果指標との重複 －

25.0

％
実績 20.7 18.3 28.7

達成率 90.0% 76.3% 114.8%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

中学校卒業時に英検3級相当
以上の英語力を有する生徒
の割合

単位 目標 70.0 70.0

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

70.0

％
実績 57.6 58.6 58.3

達成率 82.3% 83.7% 83.3%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

小・中学校施設の「校舎及び屋内運動場の非構造部材の落下防止対策」については、令和4年度に小・中学
校6校（太田小学校、青葉小学校、東鷲宮小学校、菖蒲中学校、栗橋西中学校、鷲宮西中学校）の屋内運動場
非構造部材の改修設計を実施しました。非構造部材の耐震化を図り、安全で快適な教育環境を整えるため、一
層推進していきます。

「地元農産物を取り入れた学校給食食材の割合」については、JAや農業法人などの関係者と連携し、年間
を通じた農産物の受け入れなど、需給体制の強化を図っていきます。

「中学校卒業時に英検3級相当以上の英語力を有する生徒の割合」については、各学校の管理職及び英語科
主任を中心に現状と目標を共有し、中学校3年生へ積極的に英語検定を受験するように働きかけていきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 教育部長　野原　隆

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

別紙のとおり

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

小学校理科支援員等配置事業 420115515 ー 3 3 ー

教育指導事業 420115506 ー 3 3 ー

災害共済給付事業 420315328 ー ー ー ー

ＧＩＧＡスクールＬａｂ事業 420115521 ー 3 3 ー

学校環境衛生事業 420315330 ー ー ー ー

児童生徒等健康診断・健康管理事業 420315329 ー ー ー ー

特別支援教育事業 420515308 ー ー ー ー

プール授業外部委託事業 420315519 ー ー ー ー

小学校特別支援教育就学奨励事業 420515314 ー ー ー ー

小学校要・準要保護児童就学援助事業 420515313 ー ー ー ー

中学校特別支援教育就学奨励事業 420515318 ー ー ー ー

中学校要・準要保護生徒就学援助事業 420515317 ー ー ー ー

教育相談事業 420515509 ー ー ー ー

生徒指導推進事業 420515508 ー ー ー ー

特別支援教育事業 420515511 ー ー ー ー

適応指導教室事業 420515510 ー ー ー ー

臨時的任用教職員事業 420715505 ー ー ー ー

中学生学力アップ教育推進事業 420515518 ー 3 3 ー

教育研究協議会等負担金事業 420715514 ー ー ー ー

教職員研修事業 420715513 ー ー ー ー

教職員健康診断・健康管理事業 420715524 ー ー ー ー

小・中学校指導書等整備事業 420715520 ー ー ー ー

小・中学校就学事務事業 420815304 ー ー ー ー

入学準備金・奨学金貸付事業 420815303 ー ー ー ー

コミュニティ・スクール事業 420815517 ー 3 3 ー

教育活動補助事業 420815512 ③④⑤⑥ 3 3 ⑦

市立小・中学校学区等審議会運営事業 421015305 ー ー ー ー

児童生徒安全事業 420915309 ー 3 3 ー

小学校維持管理事業 421113215 ー ー ー ー

小・中学校適正規模・適正配置推進事業 421015306 ー 3 3 ー

小学校維持管理事業 421115207 ー ー ー ー

小学校運営事業 421115206 ー ー ー ー

小学校耐震化整備事業 421115209 ① ー ー ー

小学校校庭整備事業 421115208 ー ー ー ー

小学校プール改修事業（繰越明許費分） 421115211 ー ー ー ー

小学校大規模改造事業 421115210 ー ー ー ー

中学校維持管理事業 421115213 ー ー ー ー

中学校運営事業 421115212 ー ー ー ー

中学校大規模改造事業 421115215 ー ー ー ー

中学校耐震化整備事業 421115214 ① ー ー ー

小学校教材整備事業 421115312 ー ー ー ー

小学校卒業記念品助成事業 421115311 ー ー ー ー

中学校教材整備事業 421115316 ー ー ー ー

中学校卒業記念品助成事業 421115315 ー ー ー ー

学校図書維持管理事業 421115504 ー ー ー ー

学校ＷＡＮ維持管理事業 421115503 ー ー ー ー

情報教育機器維持管理事業（中学校） 421115523 ー 3 3 ー

情報教育機器維持管理事業（小学校） 421115522 ー 3 3 ー

学校給食センター管理事業 421215404 ー ー ー ー

学校給食業務経費 421215403 ー ー ー ー

学校給食費補助事業 421215406 ー 3 3 ー

学校給食運営事業 421215405 ② 3 3 ⑥

旧鷲宮学校給食センター解体事業 421215407 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ３　高等教育機関との連携 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ 学生との交流促進と地域の活性化 細施策８

細施策３ 細施策９

施策の
基本的
方向性

市民や民間事業所と高等教育機関の交流を促進するとともに、市と高等教育機関の連携事業を推進し、その優れた
学術研究機能や知的資源等を地域の活性化やまちづくりに活用します。

細施策１ 高等教育機関との連携 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 総合政策部企画政策課 関係部課 環境経済部久喜ブランド推進課、建設部都市計画課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
高等教育機関と民間
事業所の連携事業数

単位
1 1 1 1 1
1

項
番

指標名

1 0 1 1

事業
100.0% 100.0% 0% 100.0% 100.0%

実績

②
市と高等教育機関の
連携事業数

単位
12 14 16 18 20
12 23 14 24 27

事業
100.0% 164.3% 87.5% 133.3% 135.0%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 463,281 555,869 198,113 97,259 98,664

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　地域活性化を図るため、市と高等教育機関の連携事業のさらなる推進と事業内容の充実に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

高等教育機関と民間事業所の連携事業については、令和3年度に、産官学連携による次世代の街づくりを目
指すための「BRIDGE LIFE Platform構想」を策定し、「まちづくりに関する連携・協力に関する協定書」を
締結したことから、当該構想に基づく取組みを進め、地域活性化を図りました。

市と高等教育機関の連携事業については、令和4年度に「日本工業大学」と包括連携に関する協定を締結す
ることができました。また、各課において、様々な高等教育機関と27件の連携事業を実施しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちをつくる KPI番号 ⑥ 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

高等教育機関や民間事業者
との新たな協働事業数
（累計）

単位 目標 10 10

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

10

件
実績 14 38 66

達成率 140.0% 380.0% 660.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

「BRIDGE LIFE Platform構想」に基づき、久喜市、東武鉄道、トヨタホーム、イオンリテール、早稲田大
学小野田研究室の5者による、産官学一体で暮らしを豊かにする次世代の街づくりを、引き続き推進していき
ます。
　市と高等教育機関との連携事業数については、年々増えてきており、充実が図られています。現在、連携が
図られている協働の取組みを引き続き展開するとともに、連携協定先と情報共有を密にしながら、新たな協働
の取組みを模索し実現していくことで、本市の活性化と市民サービスの向上、交流・関係人口の増加に繋げて
いきます。また、新たな高等教育機関との連携協定の締結について情報収集に努めます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 総合政策部長　関口　康好

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

企画業務経費（高等教育機関連携分） 430210102 ② 4 3 ⑥

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ４　青少年の健全育成 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ 青少年団体の活動支援 細施策８

細施策３ 青少年を取り巻く環境の浄化 細施策９

施策の
基本的
方向性

学校、家庭、地域及び関係機関との連携を図りながら、青少年健全育成の活動を支援するとともに、青少年を犯罪
等から守る対策を推進します。
また、青少年のコミュニケーション能力や他人への思いやりの心を育むとともに、郷土に対する誇りや愛着心を育

てるため、伝統行事やイベント等への参加を促進します。

細施策１ 青少年の活動促進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 子ども未来部子ども未来課 関係部課

細施策４ 青少年を支える体制づくり 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 青少年相談員の人数

単位
12 12 12 12 12
11

項
番

指標名

11 6 6 4

人
91.7% 91.7% 50.0% 50.0% 33.3%

実績

②
青少年健全育成団体
事業に参加する児童・
生徒数

単位
765 780 790 795 800

1,403 1,265 631 880 802

人
183.4% 162.2% 79.9% 110.7% 100.3%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 2,323,769 2,137,746 844,419 798,685 1,311,979

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

青少年の健全育成を目的に活動する団体（8団体）に対して、活動費補助金として合計1,095,254円を交付
し、活動を支援しました。
　青少年相談員については、広報紙やホームページへの掲載のほか、成人式でのチラシ配布等を行い、新規相
談員を確保するための周知に努めました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　青少年相談員については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、参加者を募集して行う事
業の実施の見送りが続いている状況であり、事業が実施できないことによるノウハウの継承や、相談員の確保
が課題となっています。このようなことから、新規相談員を確保するため、広報紙やホームページへの掲載の
ほか、成人式において新成人へのチラシの配布やOBからの声かけ等により広く相談員の募集を行うととも
に、相談員のノウハウの継承のための技能習得等の自主研修も実施しました。
　青少年健全育成団体が実施する事業の参加人数については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め中止となった事業もありましたが、令和4年度から再開された事業もあり、目標値を上回る結果となりまし
た。
　引き続き、各種各団体において社会情勢を踏まえた事業実施が行えるよう、財政的支援及び事業周知等の支
援を継続して実施していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 子ども未来部長　尾﨑　弘章

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

青少年健全育成事業 440213115 ①② ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ５　人権教育の推進 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ 家庭・地域における人権教育の推進 細施策８

細施策３ 企業・事業者に対する人権教育の推進 細施策９

施策の
基本的
方向性

市民一人ひとりの人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、差別のない明るい地域社会を目指し
ます。
　また、あらゆる場において人権教育の充実・推進に努めます。

細施策１ PTA・児童生徒・教職員に対する人権教育の推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 教育部生涯学習課 関係部課 教育部指導課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
PTA人権教育研修会の
開催数

単位
4 4 4 4 4
4

項
番

指標名

4 0 4 4

回
100.0% 100.0% 0% 100.0% 100.0%

実績

②
野久喜集会所事業
参加者数

単位
1,571 1,571 1,574 1,577 1,580
1,468 1,366 523 659 869

人
93.4% 87.0% 33.2% 41.8% 55.0%

③
内下集会所事業参加者
数

単位
490 490 490 490 490
340 362 34 107 195

人
69.4% 73.9% 6.9% 21.8% 39.8%

④
社会人権教育指導者
養成講座の参加者数

単位
325 325 325 325 325
283 273 117 0 195

人
87.1% 84.0% 36.0% 0% 60.0%

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 3,614,755 3,750,438 1,971,533 2,681,513 3,338,071

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえつつ、集会所における事業の実施について、多様な開催方法
を検討されたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　各集会所事業については、新型コロナウイルス感染症への徹底した感染防止対策をとるとともに、開催方法
を工夫しながら事業を実施し、令和4年度の集会所事業への参加者数は、令和3年度より増加しました。

また、令和4年度においては、PTA人権教育研修会、社会人権教育指導者養成講座ともに、開催することが
できました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

集会所事業については、令和6年度から野久喜集会所と内下集会所の両事業を統合する予定であることか
ら、令和5年度は、現状での集会所事業の実施・運営を図るとともに、令和6年度における事業統合後の実施
計画について十分検討し作成する必要があります。

また、PTA人権教育研修会、及び社会人権教育指導者養成講座については、コロナ禍前に比べ、参加者数が
減少しておりますが、関心のあるテーマ等に留意して参加者数の増加につながるよう検討していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 教育部長　野原　隆

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

人権教育事業 450115507 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

人権教育業務経費 450115617 ー ー ー ー

教職員人権教育事業 450115516 ー ー ー ー

教育集会所管理事業 450215619 ー ー ー ー

人権教育推進事業 450115618 ①②③④ ー ー ー

内下集会所解体事業 450015620 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ６　生涯学習の推進 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ 保護者の交流機会の提供・支援 細施策８

細施策３ 生涯学習環境の整備・充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

市内に点在する生涯学習施設を有効活用するため、多彩な生涯学習に取り組みやすいまちづくりを推進するととも
に、新たな生涯学習の拠点となる施設を整備します。
さらに、公民館や図書館等の充実と適正な配置を進めるとともに、施設の状況や資料の検索などに関する情報提供

機能の充実を図ります。また、市民の生涯学習活動の推進を図るとともに、学習の成果を発表する機会を充実し、市
民の力を地域社会に生かせる仕組みを整えます。

細施策１ 多彩な生涯学習機会の提供 細施策７ 放課後子ども教室の推進

細施策６ 市民大学・高齢者大学の充実 細施策１２

所管部課 教育部生涯学習課 関係部課 市民部市民生活課

細施策４ 公民館活動の充実 細施策１０

細施策５ 図書館サービスの充実 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
生涯学習関連の講座・
教室の参加者数

単位
14,000 14,100 14,200 14,400 14,600
15,208

項
番

指標名

12,795 1,461 4,930 7,155

人
108.6% 90.7% 10.3% 34.2% 49.0%

実績

②
生涯学習人材バンク
登録者数

単位
210 214 218 222 225
205 208 200 207 181

人
97.6% 97.2% 91.7% 93.2% 80.4%

③
家庭教育学級の参加数
（小・中学校PTA等）

単位
40 40 40 40 40
31 31 12 10 13

学級
77.5% 77.5% 30.0% 25.0% 32.5%

④
生涯学習センター
利用者数

単位
－ － － － 102,000
－ － － 118 6,892

人
－ － － － 6.8%

92.1% 88.0%

⑤ 公民館利用者数

単位
363,378 381,000 381,000 381,000 381,000
374,850 351,741 144,750 203,896 272,042

人
103.2% 92.3% 38.0% 53.5% 71.4%

⑥
人口一人当たりの図書
の貸出冊数

単位
5.00 5.00 5.15 5.30 5.43
4.94 5.16 2.86 4.88 4.78

冊
98.8% 103.2% 55.5%

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 61,003,684 261,859,399 250,779,812 248,181,574 252,729,610

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　生涯学習の場となる公民館や図書館について、利用者のニーズを踏まえた運用や事業の開催に努められたい。
　また、公民館をコミュニティセンターに移行するに当たっては、施設の円滑な利用に支障が生じないよう、十分な周知に努められ
たい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

生涯学習関連の講座・教室の参加者数については、コロナ禍以前（平成30年度）の半分近くまで戻ってきています。令和4年3月に開所した生涯学習施
設「まなびすポッと」を活用して、市民大学や高齢者大学、生涯学習推進大会「まなびすと久喜」等の生涯学習推進事業を実施し、市民の生涯学習活動
の推進及び学習成果の発表機会の充実を図りました。
　公民館では、新型コロナウイルス感染症対策を徹底のうえ、貸館業務の実施及び実施可能な講座の開催を行い、市民が集い、学ぶ場を確保しました。
図書館においても新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、長時間の滞在制限や事業の定員制限をしつつ開館し、図書館を使った「調べる学

習コンクール」を開催するなど、学びにつながる事業を企画し開催しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

生涯学習関連の講座・教室の参加者数については、コロナ禍以前（平成30年度）に戻りつつありますが、
依然として少ない状況です。講座・教室の参加者や施設利用者へのアンケート等を踏まえ、市民ニーズに合っ
た事業を実施していくことで、参加者のさらなる増加を目指します。
　公民館事業については、公民館事業運営委員からの提案や意見を参考に、事業計画を立案し、地域の特色あ
る新規事業を実施するとともに、既存事業の充実に努めます。

図書館では、人口一人当たりの貸出冊数については、コロナ禍以前（平成30年度）と比べると依然として
少ない状況です。図書館の利用促進につながる事業を企画し学びの場提供に一層努めるとともに、電子図書館
など市民にとって身近で利用しやすい図書館サービスの充実に努めます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 教育部長　野原　隆

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

社会教育業務経費 460115602 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

生涯学習推進会議運営事業 460115612 ー ー ー ー

社会教育団体他補助事業 460115606 ー ー ー ー

生涯学習推進計画策定事業 460115616 ー ー ー ー

生涯学習推進事業 460115613 ①②④ ー ー ー

いきいき活動センターしずか館管理事業 460315607 ー ー ー ー

社会教育推進事業 460215603 ③ ー ー ー

公民館運営事業 460411322 ⑤ ー ー ー

公民館管理事業 460411321 ー ー ー ー

図書館管理運営事業 460515622 ⑥ ー ー ー

公民館事業推進事業 460415610 ー ー ー ー

高齢者大学推進事業 460615615 ー ー ー ー

市民大学推進事業 460615614 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見

地域学校協働活動推進事業 460715605 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ７　歴史・文化の継承と活用 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ 文化芸術活動等の充実 細施策８

細施策３ 地域文化資源の発掘 細施策９

施策の
基本的
方向性

　文化芸術活動への参加機会や文化芸術鑑賞・発表の機会を充実し、市民の主体的な文化芸術活動を支援します。
　文化財等は、まちづくりの地域資源として活用を図るとともに、市民の貴重な財産としてその保護に努めます。
　伝統行事や祭り等を活用し、郷土に対する愛着心の醸成、次世代への伝承及び地域相互の交流などを促進します。

細施策１ 文化芸術団体の育成・支援 細施策７ 本多静六博士の顕彰

細施策６ 郷土資料館の充実 細施策１２

所管部課 教育部文化財保護課 関係部課 総合政策部企画政策課、市民部市民生活課、教育部生涯学習課

細施策４ 文化財の保存・継承 細施策１０

細施策５ 文化財の活用 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 久喜市美術展出品者数

単位
400 405 420 435 450
365

項
番

指標名

354 119 317 309

人
91.3% 87.4% 28.3% 72.9% 68.7%

実績

② 久喜市美術展入場者数

単位
2,200 2,250 2,400 2,600 2,800
1,819 1,739 436 1,369 1,306

人
82.7% 77.3% 18.2% 52.7% 46.6%

③ 市民芸術祭入場者数

単位
800 800 800 800 800
949 622 0 1,275 279

人
118.6% 77.8% 0% 159.4% 34.9%

※令和3年度についてはオンライン開催のため令和4年5月31日時点の動画視聴回数を掲載した。

④
吹奏楽フェスティバル
入場者数

単位
2,100 2,100 2,100 2,100 2,100
2,684 2,721 0 8,347 2,814

人
127.8% 129.6% 0% 397.5% 134.0%

※令和3年度についてはオンライン開催のため令和4年5月31日時点の動画視聴回数を掲載した。令和4年度については入場者数とライブ配信視聴者数の合計を掲載した。

20.5% 62.9%

⑤
街かどコンサートの
実施回数

単位
8 8 8 8 8
9 9 2 3 8

回
112.5% 112.5% 25.0% 37.5% 100.0%

8,038

人
112.4% 111.8% 20.9% 72.9% 101.7%

⑥
郷土伝統芸能後継者
育成活動の実施回数

単位
377 380 380 380 380
405 385 63 78 239

回
107.4% 101.3% 16.6%

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 11,643,550 11,818,993 4,624,031 5,007,742 5,420,530

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦ 郷土資料館の入館者数

単位
7,900 7,900 7,900 7,900 7,900
8,880 8,835 1,652 5,756

前年度行政評価
委員会の意見

　有観客開催と動画配信を合わせた事業の実施など、より多くの方に鑑賞や発表の機会を提供できる取組みの
推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　文化芸術活動では、新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら久喜市美術展及び市民芸術祭、街かどコンサートを開催しまし
た。吹奏楽フェスティバルについては、入場者数を制限して開催するとともに、来場できない方のためにインターネットライブ配信
も行いました。

また、郷土伝統芸能後継者育成活動も徐々に再開の動きが見えてきました。郷土資料館においても、同感染症対策を徹底しなが
ら、各種展示や各種講座等の有観客事業を積極的に実施するとともに、市立図書館と連携してデジタルアーカイブの構築にも取り組
みました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

主要課題として、文化芸術活動では、高齢化の進行等により出品者や参加者が減少傾向にあるため、新たな文化
芸術活動の担い手の確保が必要になります。文化財の活動では、貴重な文化財や歴史資料、郷土に伝わる伝統芸能
等の保存・継承活動と公開・活用活動をバランスよく展開していく必要があります。さらに、限りある人材を効果
的に活用しながら、今まで把握できていない未指定の文化財や歴史資料の調査を毎年継続的に実施していく必要が
あります。

今後の全体的な方向性として、コロナ禍前の実績に戻れるよう、事業の積極的な展開方法等の検討を行っていき
ます。個別的な方向性として、文化芸術活動では、幅広い世代の市民が文化芸術に触れ、関心を持つことができる
よう、様々な媒体を活用した周知方法等を検討していきます。また、文化財の活動では、引き続き指定文化財の保
存・伝承活動の推進を図りながら、文化財の公開・活用活動の工夫も検討していきます。郷土資料館では、引き続
き市民に所蔵資料への興味関心を持っていただけるよう、特別展や収蔵品展等の展示や各種講座の開催を検討して
いきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 教育部長　野原　隆

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

文化振興事業 470115608 ①②③④⑤ 2 2 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

文化会館事業 470211305 ー ー ー ー

文化団体補助事業 470115609 ー ー ー ー

文化財調査報告書作成事業 470315707 ー ー ー ー

文化会館改修事業 470211306 ー ー ー ー

埋蔵文化財保護事業 470415703 ー ー ー ー

文化財保護事業 470415702 ⑥ ー ー ー

郷土資料館管理事業 470615705 ー ー ー ー

市指定文化財「吉田家水塚」運営事業 470515704 ー ー ー ー

郷土資料館特別展事業 470615708 ー ー ー ー

郷土資料館運営事業 470615706 ⑦ ー ー ー

本多静六博士顕彰事業基金積立事業 470710110 ー ー ー ー

本多静六博士顕彰事業 470710104 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ８　スポーツ・レクリエーション活動の充実 総合振興計画大綱 ４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

細施策２ スポーツ・レクリエーション活動への参加機会の充実 細施策８

細施策３ スポーツ・レクリエーション活動を通じた市民交流の促進 細施策９

施策の
基本的
方向性

健康の維持増進や心身のリフレッシュのために、スポーツやレクリエーションが定期的に行えるよう、講習会やイ
ベントなどの充実を図ります。
また、スポーツ・レクリエーション団体の育成・支援を図るとともに、スポーツ・レクリエーションを通じた市民

相互の交流を促進します。

細施策１ スポーツ・レクリエーション施設の充実 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 健康スポーツ部スポーツ振興課 関係部課 教育部生涯学習課

細施策４ スポーツ・レクリエーション団体の育成・支援 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 社会体育施設利用者数

単位
281,000 281,000 281,000 281,000 281,000
296,971

項
番

指標名

315,755 131,650 202,183 210,942

人
105.7% 112.4% 46.9% 72.0% 75.1%

実績

② 学校体育施設利用者数

単位
216,000 216,000 216,000 216,000 216,000
222,152 171,956 117,147 125,034 138,476

人
102.8% 79.6% 54.2% 57.9% 64.1%

③
スポーツ・レクリエー
ション大会、教室等
参加者数

単位
18,600 18,900 19,200 19,500 19,800
39,620 25,970 1,246 11,760 18,430

人
213.0% 137.4% 6.5% 60.3% 93.1%

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 223,019,902 187,493,400 221,761,269 175,230,410 395,296,982

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

市民のスポーツ・レクリエーションに親しむ場を提供するため、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を取りなが
ら、社会体育施設の適切な維持管理・運営を行うとともに、市民へ学校体育施設を開放し、施設の利用促進を図りました。
また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から市民体育祭は中止となりましたが、久喜マラソン大会をはじ

め、くき健康ウォークやスポーツ体験会など、様々なスポーツ・レクリエーション大会や催しを開催するとともに、指定管
理者における自主事業を実施しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちをつくる KPI番号 ① 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

新たなスポーツ事業・
イベントの実施（累計）

単位 目標 2 3

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

5

件
実績 2 2 6

達成率 100.0% 66.7% 120.0％

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　運動やスポーツを通じて誰もが心身ともに健康となり、躍動する活気あふれるまちを目指すため、「健幸・
スポーツ都市」を宣言しています。行政だけでなく、市民や地域、様々なスポーツ団体等が互いの役割を補完
し、協働しながらスポーツ・レクリエーション活動を推進することが重要です。

令和4年度は、プロスポーツチームや選手、企業と連携したイベントを新たに実施することで、市民が多様
なスポーツに触れる機会を創出するとともに、コスト削減にも繋げることができたことから、今後もこれらの
イベントの継続的な実施に向けて取り組んでいきます。また、令和5年4月より久喜市をホームタウンとして
活動している「埼玉ワイルドベアーズ」との連携や、スケートボードパークの開設を視野に入れたスケート
ボード講習会等を積極的に展開していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 健康スポーツ部長　真坂　八重子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

学校体育施設開放事業 480113007 ② ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

体育施設改修事業 480113012 ① 4 1 ー

体育施設管理事業 480113011 ①② 4 1 ー

生涯スポーツ推進事業 480213004 ③ 4 1 ー

総合体育館大規模改修事業 480113013 ① 4 1 ー

スポーツ活性化事業 480213009 ③ 4 1 ①

久喜マラソン大会事業 480213008 ③ 4 1 ー

スポーツ・レクリエーション団体補助事業 480413005 ー ー ー ー

市民体育祭事業 480315611 ③ ー ー ー

スポーツ推進委員運営事業 480413006 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 １　都市機能の整備 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 総合的な土地利用の推進 細施策８

細施策３ 中心市街地整備の推進 細施策９

施策の
基本的
方向性

本市の特長である恵まれた田園環境が保全され、良好な生活環境が将来にわたり維持されるよう、長期的視点に
立った土地利用計画を策定します。
駅周辺地域の整備をはじめ、圏央道のインターチェンジやジャンクション周辺、幹線道路沿線での開発を計画的に

推進します。

細施策１ 計画的なまちづくりの推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 建設部都市計画課 関係部課 建設部都市整備課、建設部産業拠点整備推進課

細施策４ 住環境の整備や改善 細施策１０

細施策５ 市営住宅の計画的な維持管理 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 市街化区域の面整備率

単位
61.5 61.5 61.5 61.5 61.5
61.5

項
番

指標名

61.5 61.5 61.5 61.5

％
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

実績

②

単位

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） － － － － －

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　空き家の管理や活用等について対策を実施するなど、空き家の解消に向けて、事業のさらなる推進に努められたい。
　また、久喜駅西口周辺における混雑の解消に向けて、計画的な街づくりを推進されたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　空き家の除却補助制度を開始するとともに、不動産業者など専門の事業者と連携し、所有者等に寄り添って
相談に応じる「いえかつKUKI」を開設するなど、空き家の改善や活用、流通に繋がる施策を実施しました。
　また、久喜駅西口周辺においては、説明会等で地域の意見を伺いながら、交通混雑の解消を含めた、まちづ
くり基本計画の策定に取り組みました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 住んでよかった、来てよかったと思える魅力的なまちをつくる KPI番号 ① 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

空き家等の適正管理への助言
等による改善率

単位 目標 65.6 65.8

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

66.0

％
実績 65.3 62.8 70.0

達成率 99.5% 95.4% 106.1%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　地区ごとに計画的な市街地整備を行い、快適な都市を実現するため、住民の理解を得ながら地域の特性に応
じたまちづくりを進める必要があります。
　駅周辺の地域を中心に、計画的な市街地整備を進めるとともに、主要な幹線道路の沿道等において、高い交
通利便性を活かした産業基盤の整備を促進していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 建設部長　持齋　康弘

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

南栗橋８丁目周辺地区整備事業 510213607 ー 2 1 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

久喜駅周辺まちづくり推進事業 510313705 ー 2 3 ー

高柳地区開発整備推進事業 510214003 ー 1 1 ー

栗橋駅自由通路管理事業 510313707 ー ー ー ー

駅前広場管理事業 510313706 ー ー ー ー

東鷲宮駅周辺整備事業 510313709 ー 2 3 ー

久喜駅前西口第１種市街地再開発事業利子補給事業 510313708 ー ー ー ー

栗橋北二丁目地区土地区画整理事業 510413605 ー ー ー ー

駅前広場等照明灯維持管理事業 510313710 ー ー ー ー

空家等対策事業 510413712 ー 2 1 ①

栗橋駅東まちづくり推進事業 510413606 ー ー ー ー

土地区画整理事業特別会計繰出事業 510414005 ー ー ー ー

建築後退用地取得促進事業 510413904 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見

市営住宅管理事業 510513711 ー ー ー ー

土地区画整理事業 510464003 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ２　道路・公共交通の整備・充実 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 市内幹線道路・生活道路の整備 細施策８

細施策３ 安全で快適な道づくりの推進 細施策９

施策の
基本的
方向性

本市の一体性の向上、市内の円滑な移動の実現を図るため、幹線道路や生活道路の整備を推進するとともに、歩行
者や自転車通行者に対する安全を確保するため、歩道や自転車通行レーン等の整備に努めます。
鉄道については、混雑緩和と利便性の向上を図るため、輸送力の増強とネットワークの強化等を、路線バスについ

ては、路線の維持・充実を関係機関に働きかけます。
　また、市内循環バスやデマンド交通については、利用状況やニーズを踏まえて、見直しを行うよう努めます。

細施策１ 広域幹線道路の整備 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 建設部道路建設課 関係部課 市民部交通企画課、建設部建設管理課、建設部道路河川課

細施策４ 公共交通の充実 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 舗装整備率

単位
73.4 73.8 74.2 74.6 75.0
74.7

項
番

指標名

74.8 75.0 75.0 75.1

％
101.8% 101.4% 101.1% 100.5% 100.1%

実績

② 歩道整備延長

単位
147,600 150,200 152,800 155,400 158,000
158,739 158,736 159,039 159,250 160,118

ｍ
107.5% 105.7% 104.1% 102.5% 101.3%

③ 市内循環バス乗車人数

単位
162,600 162,600 164,700 166,800 169,000
154,777 145,831 107,831 117,161 122,034

人
95.2% 89.7% 65.5% 70.2% 72.2%

④ デマンド交通乗車人数

単位
20,800 21,000 21,200 21,400 21,500
21,918 20,294 15,588 17,912 18,898

人
105.4% 96.6% 73.5% 83.7% 87.9%

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 341,324,544 378,133,733 364,457,412 433,093,214 457,033,489

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　市内循環バスやデマンド交通、くきふれあいタクシーなど、引き続き公共交通の利便性の向上に努められたい。
　また、道路整備に当たっては、生活の利便性向上に向けて、計画的かつ迅速な整備の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

市内循環バスやデマンド交通（くきまる）に加え、くきふれあいタクシー（補助タク）の運行を行うこと
で、公共交通の充実に努めました。

栗橋地区と鷲宮地区を結ぶ幹線道路「佐間・八甫線」において、県道阿佐間幸手線から中川手前までの約
950mの区間について、両側に歩道を有する幅員16mの道路整備を実施しており、令和7年度に完了予定となっ
ています。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 住んでよかった、来てよかったと思える魅力的なまちをつくる KPI番号 ⑤ 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

市の公共交通の利用者数

単位 目標 185,900 200,000

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

200,000

人
実績 135,884 154,229 167,145

達成率 73.1% 77.1% 83.6%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　コロナ禍の影響により減少していた市内循環バスやデマンド交通（くきまる）の利用者は、回復傾向にある
ものの、いずれもコロナ禍前の水準には戻っておらず、中でも市内循環バスについては、施策の目標達成度が
80％未満となりました。安心・安全に利用できる地域公共交通の重要性を鑑み、市内循環バス、デマンド交
通（くきまる）、くきふれあいタクシー（補助タク）を引き続き実施していきます。

道路整備においては、用地買収を伴う事業もあることから、関係地権者や周辺住民の理解と協力を得なが
ら、事業を進めていく必要があります。また、整備には相当の期間を要するため、事業の進捗管理が重要とな
ります。計画段階から工事の着工、完了までのスケジュールを明確にし、早期に供用開始ができるよう努めて
まいります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 建設部長　持齋　康弘

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

道路台帳整備事業 520213305 ー ー ー ー

道路愛護事業 520213304 ー 4 3 ー

橋りょう架換負担金事業 520213308 ー ー ー ー

地籍調査事業 520213307 ー ー ー ー

道路新設改良事業 520213403 ー ー ー ー

杉戸久喜線整備負担金事業 520213312 ー ー ー ー

橋りょう補修事業 520213405 ー ー ー ー

市道久喜７号線道路改良事業 520213404 ー ー ー ー

東停車場線整備事業 520213411 ② ー ー ー

橋りょう長寿命化修繕事業 520213406 ー ー ー ー

平沼和戸線整備事業 520213413 ② ー ー ー

佐間・八甫線整備事業 520213412 ② ー ー ー

スマートインターチェンジ整備推進事業 520214004 ー 2 3 ー

鷲宮産業団地青毛線整備事業 520213414 ② ー ー ー

道路補修事業 520313505 ー ー ー ー

道路里親事業 520313306 ー ー ー ー

道路レスキュー事業 520313508 ー ー ー ー

道路ストック舗装修繕事業 520313507 ー ー ー ー

運転免許返納推進事業 520411407 ー ー ー ー

道路照明灯維持管理事業 520313509 ー ー ー ー

市内循環バス運行事業 520411409 ③ 2 3 ⑤

地域公共交通充実事業 520411408 ー ー ー ー

くきふれあいタクシー（補助タク）事業 520411411 ー 2 3 ⑤

デマンド交通運行事業 520411410 ④ 2 3 ⑤

バスターミナル管理事業 520413704 ー 2 3 ー

鉄道輸送力増強促進事業 520411412 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ３　公園の緑化と水辺環境の保全 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 公園の管理と緑化の推進 細施策８

細施策３ 公園の整備 細施策９

施策の
基本的
方向性

市民の生活に密着した公園や緑地の施設環境を充実させるとともに、市民が気軽に自然とふれあえるよう、運動公
園や総合公園等の緑化を推進します。
さらに、河川、池、沼及び用水路等の水辺環境の保全を図るとともに、自然観察池や親水型の散策場所及び遊歩道

の整備に努めます。

細施策１ 公園の充実 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 建設部公園緑地課 関係部課 環境経済部資源循環推進課、健康スポーツ部スポーツ振興課

細施策４ 水辺環境の保全 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
都市公園の整備
（供用）面積

単位
633,000 633,000 640,000 660,000 686,000
637,755

項
番

指標名

601,366 643,194 646,134 648,266

㎡
100.8% 95.0% 100.5% 97.9% 94.5%

実績

②
総合体育館及び有料
公園施設等の利用者数

単位
647,000 647,000 647,000 647,000 647,000
664,241 609,390 363,344 428,599 512,031

人
102.7% 94.2% 56.2% 66.2% 79.1%

③
公園維持管理業務等の
委託契約を締結した
住民団体数

単位
145 145 145 145 145
148 149 151 151 152

団体
102.1% 102.8% 104.1% 104.1% 104.8%

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 535,288,506 510,007,656 377,404,647 316,225,442 225,748,527

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　公園の樹木について管理を徹底し、公園の適切な維持管理に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　公園の樹木剪定や除草作業、及び施設の修繕や遊具改修工事を実施し、公園利用者が安全に過ごせる環境の
確保に努めました。
　また、総合運動公園及び有料公園等の利用者の安全確保のために、老朽化した備品や設備の修繕等を実施し
ました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　市内の多くの公園は、整備から長期間が経過しており、遊具等の施設の老朽化や樹木の大木化等への対応が
課題となっております。公園施設の老朽化への対応については、久喜市公園施設長寿命化計画に基づき計画的
に更新を進めます。また、地域の特性やニーズ等を踏まえ、健康遊具やユニバーサルデザイン遊具等の導入も
併せて検討してまいります。公園・緑地帯等における樹木の大木化への対応については、伸びすぎた樹木の剪
定や枯れた樹木の伐採等の適切な維持管理及び緑化推進やビオトープ等の水辺環境の保全に取り組み、市民が
気軽に自然と触れ合える場を作っていきます。
　総合運動公園等のスポーツ施設については、各施設の利用稼働率を向上させるため、利用者のニーズに応じ
た施設環境を整えるとともに、指定管理者と連携を図りながら定期的に各種スポーツ教室やイベントを開催
し、併せて、プロチームの公式戦の誘致等を行うことで、より多くの方に各施設をご利用いただけるよう取り
組んでいきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 建設部長　持齋　康弘

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

総合運動公園施設整備事業 530113014 ② 4 1 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

公園照明灯維持管理事業 530213807 ー 4 3 ー

公園維持管理事業 530213804 ③ 4 3 ー

（仮称）本多静六記念　市民の森・緑の公園整備基金積立事業 530311810 ー 4 3 ー

（仮称）本多静六記念　市民の森・緑の公園整備事業 530311808 ① 4 3 ー

栗橋駅西土地区画整理事業地内公園整備事業 530313806 ① 4 3 ー

公園施設改修事業 530313805 ー 4 3 ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ４　上下水道の整備 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 効率的な水道事業の推進 細施策８

細施策３ 下水道の整備 細施策９

施策の
基本的
方向性

安定した水道水の供給を図るため、水道施設の計画的な更新や耐震化の推進、水質管理体制の充実等に努めます。
また、給水体制の一体化を図り、水道事業の効率化と健全経営に努めます。
美しい水辺環境と清潔で快適なまちづくりを進めるため、効率的な生活排水処理の推進並びに公共下水道の計画的

な整備と農業集落排水処理施設の適切な管理を推進します。
　また、合併処理浄化槽の普及促進と適正な管理の指導に努めます。

細施策１ 水道施設の計画的整備 細施策７ 合併処理浄化槽の普及と管理

細施策６ 持続可能な事業運営の推進 細施策１２

所管部課 上下水道部上下水道経営課 関係部課 上下水道部水道施設課、上下水道部下水道施設課

細施策４ 合流式下水道の改善 細施策１０

細施策５ 施設維持管理の充実 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 有収率

単位
93.1 93.3 93.4 93.5 93.6
92.8

項
番

指標名

92.2 91.4 92.0 92.5

％
99.7% 98.8 97.9% 98.4% 98.8%

実績

②
配水管における石綿管
の残存距離

単位
0.4 0.3 0.2 0.1 0.0
0.3 0.2 0.2 0.0 0.0

km
125.0% 133.3% 100.0% 200.0% 100.0%

③ 下水道普及率

単位
69.3 69.6 70.0 70.3 70.7
69.1 69.3 69.3 69.9 70.1

％
99.7% 99.6% 99.0% 99.4% 99.2%

④ 水洗化率

単位
94.2 94.4 94.6 94.8 94.9
94.8 93.7 93.2 93.5 93.3

％
100.6% 99.3% 98.5% 98.6% 98.3%

⑤
浄化槽法定検査の
実施率

単位
12.0 13.0 14.0 15.0 15.6
13.5 27.7 36.1 38.5 39.1

％
112.5% 213.1% 257.9% 256.7% 250.6%

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 737,421,294 815,890,881 756,909,718 1,142,335,111 1,218,769,213

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　上水道については、漏水調査や速やかな漏水修繕を実施し、漏水量の減少を図ったこと、また経年管の布設
替の実施に努めたことにより、有収率が令和3年度実績に対し0.5ポイントの増となりました。
　下水道については、下水道の整備を新たに11.7ha実施しました。また、公共下水道への早期接続や浄化槽
法定期検査の受検についてのお知らせを広報紙等へ掲載するとともに、法定検査未受検者に対し個別に通知を
送付しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　上水道は、将来にわたり良質な水道水を安定的に供給するため、配水管の布設替を計画的に行うとともに、
漏水調査や漏水修繕を実施することで、効率的な水道事業の運営に努めます。なお、全ての石綿管は令和3年
度までに耐震性のある水道管に更新されています。
　下水道は、公共下水道における計画的な整備の実施と農業集落排水における施設の適切な管理を実施すると
ともに、説明会の開催や未接続者への個別訪問等を通して速やかな接続を図ります。また、浄化槽の所有者・
管理者に義務付けられている浄化槽の法定検査の受検や適切な管理については、個別訪問や法定検査未受検者
への通知等を通じた啓発活動を実施します。
　なお、上下水道事業について、法定耐用年数を迎える施設や耐震化が必要な施設の更新を念頭に、適切な維
持管理を実施し、計画的な事業展開を図る必要があります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 上下水道部長　野口　智

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

浄水場維持管理事業 540174701 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

給配水管維持管理事業 540174703 ー ー ー ー

浄水場施設更新事業 540174702 ー ー ー ー

配水管更新整備事業 540174706 ② ー ー ー

配水管洗浄作業事業 540174704 ー ー ー ー

水道事業職員研修事業 540274601 ー 4 3 ー

計量法に基づく検定満期量水器取替業務 540174707 ー ー ー ー

水道管漏水調査事業 540274705 ① ー ー ー

水道事業徴収事務事業 540274602 ー 4 3 ー

汚水管渠建設改良事業 540384807 ー ー ー ー

私道内共同排水設備設置事業 540384806 ④ ー ー ー

水洗便所改造資金貸付金事業（下水道） 540384813 ④ ー ー ー

下水道管布設事業 540384808 ③ ー ー ー

農業集落排水維持管理事業 540554801 ー ー ー ー

排水設備指導事業 540384814 ー ー ー ー

汚水管渠維持管理事業 540584801 ー ー ー ー

水洗便所改造資金貸付事業（農集） 540554802 ー ー ー ー

汚水ポンプ場維持管理事業 540584803 ー ー ー ー

雨水管渠等維持管理事業 540584802 ー ー ー ー

調整池維持管理事業 540584805 ー ー ー ー

雨水ポンプ場維持管理事業 540584804 ー ー ー ー

汚水ポンプ場建設改良事業 540584810 ー ー ー ー

配水管における石綿管
の残存距離

540584809 ー ー ー ー

下水道事業会計負担事業 540614602 ー 4 3 ー

下水道事業会計負担事業（農業集落排水） 540614601 ー 4 3 ー

下水道使用料及び農業集落排水処理施設使用料賦課徴収事業 540684602 ー 4 3 ー

下水道業務経費 540684601 ー 4 3 ー

古利根川流域下水道事業負担事業 540684604 ー 4 3 ー

下水道事業受益者負担金賦課徴収事業 540684603 ー 4 3 ー

浄化槽管理指導事業 540714802 ⑤ ー ー ー

合併浄化槽普及促進補助事業 540714801 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ５　治水対策の充実 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 治水対策の推進 細施策８

細施策３ 市街地排水機能の向上 細施策９

施策の
基本的
方向性

保水機能の保全や遊水機能の確保を図り、河川や水路の総合的な治水対策の充実に努め、水害の起こりにくいまち
づくりを進めます。

細施策１ 利根川堤防の強化促進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 建設部道路河川課 関係部課 建設部建設管理課、建設部都市計画課、上下水道部下水道施設課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

①
浸水による通行止箇所
の減少

単位
27以下 27以下 26以下 25以下 24以下

24

項
番

指標名

23 23 22 21

箇所
111.1% 114.8% 111.5% 112.0% 112.5%

実績

②

単位

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 25,098,336 25,601,760 43,019,680 25,311,000 26,109,600

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　台風や豪雨等による河川の氾濫や道路の冠水に備え、治水対策のさらなる充実に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

令和4年度は河川や水路の補修工事28件を実施することで、河川や水路の安全性確保及び大雨時の水害軽減
に努めました。
　また、排水路補修に係る工事設計業務を北青柳地内で1件実施しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　近年、線状降水帯の発生などによる豪雨災害が日本各地で多発しており、久喜市においても台風や大雨の際
に道路冠水が度々発生している状況です。
　道路冠水による通行止箇所の多くは地形的な問題があり、冠水箇所ごとの現況調査を進めるとともに、どの
ような対策が効果的であるかを検証しながら、被害軽減のために1箇所でも多く改善が図れるよう努めてまい
ります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 建設部長　持齋　康弘

施策の目標達成
度

■ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

利根川堤防対策事業 550113604 ー 4 2 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

河川改良事業 550213514 ー ー ー ー

河川補修事業 550213513 ① ー ー ー

調整池建設改良事業 550384811 ー ー ー ー

雨水排水施設管理事業 550314803 ー ー ー ー

雨水ポンプ場建設改良事業 550384812 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ６　防災・消防体制の充実 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 危機管理体制の強化・充実 細施策８

細施策３ 消防・水防体制の充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

東日本大震災、熊本地震、平成27年9月関東・東北豪雨等の教訓を生かし、市民の防災意識の普及・啓発や自主防
災組織の育成・支援などに努めるとともに、防災体制や被災者支援のあり方など、幅広い防災対策の充実に努めま
す。
また、緊急時でも安心できるまちづくりを進めるため、埼玉東部消防組合及び利根川栗橋流域水防事務組合と連携

を図り、市民の生命、財産を守る消防・水防・救急体制の充実に努めます。

細施策１ 総合的な防災体制の確立 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 市民部消防防災課 関係部課 福祉部社会福祉課、各総合支所総務管理課

細施策４ 救急・救助体制の充実 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 自主防災組織の組織率

単位
74.0 76.0 77.5 79.0 80.0
77.3

項
番

指標名

78.3 79.6 79.6 80.6

％
104.5% 103.0% 102.7% 100.8% 100.8%

実績

② 災害時応援協定締結数

単位
42 44 46 48 50
43 48 54 58 66

件
102.4% 109.1% 117.4% 120.8% 132.0%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 18,754,138 11,027,446 25,516,096 22,067,896 21,871,882

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　窓口や広報紙、出前講座等を通じて、自主防災組織の意義や活動について周知することで組織の結成を促す
ほか、既存の組織に対し、補助金等に関する各種手続きの助言や説明を行い、活動の充実を図りました。
　また、災害時における物資の供給や、駐車場を一時避難場所として使用することなどを規定した災害時応援
協定を8件締結しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちをつくる KPI番号 ③ 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

福祉避難所指定施設数

単位 目標 29 29

基本目標 あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちをつくる KPI番号 ④ 総合振興計画成果指標との重複 －

29

施設
実績 31 31 31

達成率 106.9% 106.9% 106.9%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

防災行政無線情報メール提供
サービス登録者数

単位 目標 9,000 30,000

基本目標 あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちをつくる KPI番号 ⑤ 総合振興計画成果指標との重複 5-6-①

60,000

人
実績 9,360 10,578 10,510

達成率 104.0% 35.3% 17.5%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

自主防災組織の組織率

単位 目標 77.5 79.0 100

％
実績 79.6 79.6 80.6

達成率 102.7% 100.8% 80.6%

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

【施策の主要課題】
近年、大規模かつ複雑多様化する災害に備えるため、自主防災組織未設置の行政区には組織設立の活動の重要性を広報紙

や窓口等で説明し、組織設立を促進していきますが、行政区によっては設立に伴う様々な課題があるため、解決に向けて助
言等を行い、対応していく必要があります。また、災害時の迅速な情報伝達手段として、メール配信サービスの登録者数を
増やしていく必要があります。
【今後の施策の方向性】
大規模災害発生時は、地域住民の自主的な避難誘導や救助活動など、地域の防災活動が必要不可欠です。そのため、自主

防災組織未設置の行政区に対し、自治会単位での設立が可能になった旨を周知し、設立に向けた手引きを作成し結成を促す
ほか、既存の自主防災組織の活動促進を図ります。また、令和5年4月に配信を開始した防災アプリや、既存のメール配信
サービスをはじめとする各種情報伝達サービスについて、窓口や出前講座等で周知し、利用者の拡大を図ります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 市民部長　小澤　敦子

施策の目標達成
度

■ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

災害対策業務経費 560111510 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

防災体制整備事業 560111512 ② 4 2 ③④

防災訓練事業 560111511 ー 4 2 ー

防災備蓄品整備事業 560111514 ー ー ー ー

自主防災組織育成事業 560111513 ① 4 2 ⑤

防災アプリ導入事業 560111518 ー 4 2 ー

防災計画推進事業 560111515 ー ー ー ー

液状化対策管理事業 560113703 ー ー ー ー

災害時避難所等感染予防・拡大防止啓発事業 560111519 ー ー ー ー

埼玉東部消防組合負担金事業
(常備消防費) 560311502 ー ー ー ー

既存建築物耐震化補助事業 560113903 ー ー ー ー

消防団管理業務経費 560311504 ー ー ー ー

埼玉東部消防組合負担金事業
(非常備消防費) 560311503 ー ー ー ー

消防団施設管理事業 560311506 ー ー ー ー

消防団活動事業 560311505 ー 4 2 ー

消火栓整備事業 560311508 ー ー ー ー

消防団車両管理事業 560311507 ー ー ー ー

災害救助業務経費 560412115 ー ー ー ー

水防組合負担金事業 560311509 ー ー ー ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ７　防犯体制の強化 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 犯罪が起きにくい環境整備 細施策８

細施策３ 細施策９

施策の
基本的
方向性

警察、防犯協会、地域防犯組織など関係機関との連携を強化するとともに、市民の防犯意識の向上や地域の防犯体
制の強化を促進します。
　また、道路・公園などの防犯性を高め、安全な地域環境の形成に努めます。

細施策１ 防犯推進体制の充実 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 市民部市民生活課 関係部課 各総合支所総務管理課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 防犯灯の設置基数

単位
10,000 10,100 10,160 10,240 10,300
10,070

項
番

指標名

10,171 10,272 10,385 10,535

基
100.7% 100.7% 101.1% 101.4% 102.3%

実績

② 刑法犯認知件数

単位
1,486以下 1,486以下 1,486以下 1,486以下 1,486以下

1,211 906 913 812 818

件
118.5% 139.0% 138.6% 145.4% 145.0%

③
こどもレディース
110番の家相談員数
（1戸あたり1人）

単位
1,035 1,035 1,035 1,035 1,035
1,003 1,016 921 936 979

人
96.9% 98.2% 89.0% 90.4% 94.5%

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 47,714,662 47,738,463 47,442,443 47,080,054 49,195,080

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　特殊詐欺の被害の減少に向けて、関係機関や団体等と連携し、防犯意識の向上に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

夜間における犯罪被害の防止、歩行者の安全・安心のため、区長からの要望に基づき防犯灯を150基設置し
ました。

また、こどもレディース110番の家相談員の充実を図ったほか、警察署や地域と連携した防犯啓発活動を実
施し、市民の防犯意識の向上と連携強化に努めました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　地域の高齢化やコミュニティの低下のほか、犯罪の手口等も巧妙化していることから、関係機関、団体、市
民のほか、事業者との連携を図っていく必要があります。
　迅速な防犯情報の提供や防犯灯などの計画的な設置を進め、市民の防犯意識の向上や地域の防犯体制の強化
に努めます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 市民部長　小澤　敦子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

防犯体制充実事業 570111317 ③ 4 2 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

犯罪被害者等支援事業 570211320 ー ー ー ー

防犯灯管理事業 570211316 ① ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ８　交通安全対策の充実 総合振興計画大綱 ５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

細施策２ 道路交通環境の整備 細施策８

細施策３ 放置自転車対策の推進 細施策９

施策の
基本的
方向性

道路照明灯や道路反射鏡など交通安全施設をより充実させることにより、歩行者等の安全に配慮した道路交通環境
の整備を推進します。
また、地域の実情に応じた交通規制を警察署へ要望するとともに、交通安全に関する知識の普及・啓発など交通安

全運動を推進します。

細施策１ 交通安全運動の推進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 市民部交通企画課 関係部課 建設部道路河川課、各総合支所総務管理課

細施策４ 交通事故被害者の救済 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 交通事故発生件数

単位
687以下 679以下 672以下 664以下 656以下

564

項
番

指標名

525 353 368 361

件
117.9% 122.7% 147.5% 144.6% 145.0%

※交通事故発生件数は、人身事故件数を集計したもの。

実績

② 道路照明灯の設置基数

単位
2,424 2,458 2,492 2,526 2,560
2,528 2,555 2,639 2,633 2,644

基
104.3% 103.9% 105.9% 104.2% 103.3%

③ 道路反射鏡設置基数

単位
4,044 4,103 4,162 4,221 4,280
4,189 4,247 4,311 4,367 4,413

基
103.6% 103.5% 103.6% 103.5% 103.1%

④ 交通災害共済加入件数

単位
11,090 11,090 11,090 11,090 11,090
11,687 13,331 12,232 11,353 11,312

件
105.4% 120.2% 110.3% 102.4% 102.0%

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 82,679,201 89,580,823 87,475,409 71,541,463 109,067,808

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

令和4年度は、夏及び冬の交通事故防止運動期間中、関係機関や団体と協力し、駅頭や大規模商業施設等におい
て、交通安全を呼びかけるチラシや啓発品等を配布するなど、交通事故防止の啓発活動を8回実施しました。
  道路反射鏡の設置を46基行い、道路環境の改善を図りました。
　チラシや加入申込書の全戸配布により、交通災害共済への加入推進を図り、年間11,312人の加入がありました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　交通事故の発生件数を減少させるためには、道路環境の改善に加えて、交通安全意識の醸成を図ることが重
要であることから、ハード・ソフトの両面から効果が発揮される事業を推進する必要があります。
　引き続き、警察署をはじめとした関係機関や団体と連携を図りながら、粘り強く交通安全啓発活動を実施す
るとともに、地域の方の意見を伺いながら、道路照明灯及び道路反射鏡の設置を進めます。
　また、交通災害共済の加入推進を図るため、引き続き、広報紙やホームページ等によって制度周知を行うと
ともに、会員募集のチラシと加入申込書の全戸配布を行います。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 市民部長　小澤　敦子

施策の目標達成
度

■ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

交通安全対策事業 580111403 ①④ ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

交通安全施設管理事業（建設部分） 580213501 ② ー ー ー

交通安全施設管理事業（市民部分） 580211404 ③ ー ー ー

駐輪場管理事業 580311406 ー ー ー ー

放置自転車対策事業 580311405 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 １　農業の振興 総合振興計画大綱 ６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

細施策２ 多様な担い手の確保と育成 細施策８

細施策３ 地域特産物の振興とブランド化の推進 細施策９

施策の
基本的
方向性

多面的機能を有する農地の保全や生産基盤の整備に努めるとともに、農地の集積による経営規模の拡大や生産組織
の法人化に努めるなど農業の担い手の育成を図ります。
また、消費者ニーズに対応した付加価値の高い農業を推進するため、農産物のブランド化や特産品の開発、地域の

特性を生かした観光農業の拡大を図り、併せて有機農業など環境保全型農業の普及と地産地消を推進します。

細施策１ 土地改良事業の推進と優良農地の保全 細施策７

細施策６ 環境に配慮した農業の推進 細施策１２

所管部課 環境経済部農業振興課 関係部課

細施策４ 流通体制の充実と地産地消、地産外商の促進 細施策１０

細施策５ 都市と農村との交流 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 農業生産法人数

単位
7 7 8 8 9
7

項
番

指標名

7 7 9 10

法人
100.0% 100.0% 87.5% 112.5% 111.1%

実績

② 認定農業者数

単位
152 158 164 170 176
175 153 155 156 153

人
115.1% 96.8% 94.5% 91.8% 86.9%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 18,665,192 8,263,703 92,716,769 5,718,677 5,248,613

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　農地中間管理事業を活用し、農地の集積を計画している地区において、地域農業の担い手への農地の集積・
集約化に向けて、地域の代表者と話し合いを行いました。
　また、担い手の農業経営の安定を図るため、農業団体等への補助金を交付するとともに、青年農業者の就農
初期段階の不安定な期間を支援するため、給付金を給付しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 積極的な経済活性化、安心して働けるまちをつくる KPI番号 ③ 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

農産物ブランド認証件数
（累計）

単位 目標 16 16

基本目標 積極的な経済活性化、安心して働けるまちをつくる KPI番号 ④ 総合振興計画成果指標との重複 －

16

件
実績 16 16 16

達成率 100.0% 100.0% 100.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

耕作放棄地解消面積（累計）

単位 目標 71 77

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

83

ha
実績 72 83 91

達成率 101.4% 107.8% 109.6%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　高齢化や後継者不足等により地域農業の担い手が不足傾向にあることから、地域農業の担い手が農地を有効
に利用し、効率的かつ安定的な農業経営ができるよう、農業委員会と連携した耕作放棄地の解消や、農地中間
管理事業等を活用した農地集積の推進が必要です。

また、市内外の購買層への地域特産物のPRや、久喜市産農産物の高付加価値化により、就農希望者が久喜
市の農業へ興味を持つきっかけとなることから、引き続きブランド化の推進に取り組む必要があります。
　今後は、意欲のある地域農業の担い手が効率的かつ安定的に農業経営ができるよう、農地中間管理事業等を
活用した農地の利用集積を推進するとともに、新たな担い手の確保に向けた地域特産物の振興とブランド化を
推進し、新規就農者の掘り起こしや育成、農業法人の設立及び企業の農業参入を推進します。また、農業委員
会と連携し、農地パトロールを実施していくなど、引き続き耕作放棄地の解消に取り組んでいきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

行政評価委員会
の意見
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

生産調整推進事業 610111904 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

人・農地問題解決推進事業 610111911 ①② 1 2 ④

農業振興協議会運営事業 610111910 ー ー ー ー

農業用用排水管理事業 610111919 ー ー ー ー

農業農村基本計画策定事業 610111914 ー ー ー ー

県費単独土地改良事業 610111921 ー ー ー ー

農業用施設補修事業 610111920 ー ー ー ー

土地改良施設維持管理適正化事業 610111923 ー ー ー ー

土地改良施設負担金事業 610111922 ー ー ー ー

新規就農・担い手育成事業 610211908 ー ー ー ー

農業経営安定推進事業 610211906 ①② ー ー ー

農業次世代人材投資事業 610211913 ー ー ー ー

経営所得安定対策推進事業 610211909 ー ー ー ー

事業者・農業者物価高騰等対策給付金給付事業 610211917 ー ー ー ー

農作物降ひょう被害支援事業 610211916 ー ー ー ー

農業振興拠点（道の駅）整備事業 610411915 ー ー ー ー

農産物ブランド化推進事業 610311912 ー 1 2 ③

農村センター管理事業 610511924 ー ー ー ー

れんげ祭り事業 610511907 ー ー ー ー

しみん農園運営事業 610511926 ー ー ー ー

しみん農園管理事業 610511925 ー ー ー ー

花と香りのふれあいセンター管理事業 610511928 ー ー ー ー

農業者トレーニングセンター管理事業 610511927 ー ー ー ー

環境保全型農業推進事業 610611905 ー 1 2 ー
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ２　工業の振興 総合振興計画大綱 ６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

細施策２ 企業誘致の積極的推進 細施策８

細施策３ 新産業創出等への誘導 細施策９

施策の
基本的
方向性

優良企業の誘致や工業団地の整備・拡充を推進するとともに、交通利便性を生かし、国道122号沿線や東北道と圏
央道の久喜白岡ジャンクション及び白岡菖蒲インターチェンジ周辺、主要地方道さいたま栗橋線と国道125号の交差
点周辺に新産業拠点の整備を推進します。
　また、地域経済を支える中小企業の経営基盤強化のための施策を推進し、魅力ある産業の育成に努めます。

細施策１ 企業の体質強化の促進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部久喜ブランド推進課 関係部課 建設部都市計画課、建設部産業拠点整備推進課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 製造品出荷額等

単位
4,443 4,443 4,443 4,443 4,443
4,807

項
番

指標名

5,053 5,116 5,116 5,116

億円
108.2% 113.7% 115.1% 115.1% 115.1%

令和4年度実績値は2020年工業統計調査による。

実績

②
市内事業所の数
（製造業）

単位
250 250 250 250 250
235 229 219 219 219

社
94.0% 91.6% 87.6% 87.6% 87.6%

令和4年度実績値は2020年工業統計調査による。

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 127,784,200 112,829,005 52,404,800 24,874,350 25,391,250

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　交通利便性の高さを生かして、企業誘致をさらに進め、雇用の創出や産業の活性化の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　菖蒲南部産業団地及び清久工業団地周辺地区に進出した企業を対象に、条例で定める範囲において奨励金を
交付しました。

また、高柳地区の産業基盤整備の状況を踏まえつつ、新たな企業誘致条例の制定に向けた検討を行いまし
た。

93



３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　これまで整備を進めてきた菖蒲北部地区や菖蒲南部産業団地、清久工業団地周辺地区については、すべての
区画が売却済みとなっており、企業からの進出に係る相談があった場合に案内できないことが課題となってい
ます。
　現在、市と埼玉県企業局が共同で、高柳地区における新たな産業基盤整備に取り組んでいることから、早期
に事業が完了できるよう、引き続き企業局と連携を図っていきます。
　また、今後の企業誘致の推進にあたり、他市の実施状況等を参考に、新たな企業誘致条例の制定や奨励策の
実施を検討していきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

企業等誘致事業 620212017 ①② 1 1 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

ビジネスグランプリ事業 620312020 ー 1 1 ①

創業支援補助事業 620312019 ② 1 1 ②

インキュベーション施設整備補助事業 620312024 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ３　商業の振興 総合振興計画大綱 ６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

細施策２ 商店街の活性化 細施策８

細施策３ 農業・商業・観光の連携 細施策９

施策の
基本的
方向性

賑わいと活力のある商店街の形成を促進するため、中心市街地の活性化に取り組むとともに、高齢者のニーズに対
応し、新たなコミュニティの場ともなりうる地域密着型の商店街づくりに努めます。
　また、商業経営者の育成や経営基盤の強化に対する支援とともに、商業団体の育成・支援に努めます。

細施策１ 魅力ある商店街づくり 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部久喜ブランド推進課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 商工会加盟会員数

単位
2,670 2,670 2,670 2,670 2,670
2,564

項
番

指標名

2,539 2,535 2,571 2,554

数
96.0% 95.1% 94.9% 96.3% 95.7%

実績

②
空き店舗を活用した
創業補助件数

単位
5 5 5 5 5
5 5 3 3 3

件
100.0% 100.0% 60.0% 60.0% 60.0%

③ 小売商業の商品販売額

単位
1,572 1,572 1,572 1,572 1,572
1,688 1,688 1,688 1,688 1,723

億円
107.4% 107.4% 107.4% 107.4% 109.6%

令和4年度実績値は、令和3年経済センサス-活動調査による。

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 67,132,210 70,775,573 67,104,815 64,576,000 64,576,000

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　商工会が実施する経営改善普及事業や地域総合振興事業等に対し、補助金を交付しました。
　また、物価高騰等の影響を受けている事業者、運輸業者及び農業者に対し、事業継続を支援するための久喜
市事業者・農業者物価高騰等対策給付金を給付しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 積極的な経済活性化、安心して働けるまちをつくる KPI番号 ① 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

ビジネスコンテストの応募
件数

単位 目標 30 30

基本目標 積極的な経済活性化、安心して働けるまちをつくる KPI番号 ② 総合振興計画成果指標との重複 6‐3‐②

30

件
実績 6 14 11

達成率 20.0% 46.7% 36.7%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

空き店舗活用創業等支援
補助金交付件数（累計）

単位 目標 27 32

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

37

件
実績 25 28 31

達成率 92.6％ 87.5% 83.8%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　商店街を取り巻く環境は、人口減少、後継者不足及び郊外型大型商業施設の進出等や、新型コロナウイルス
感染症による外出自粛等の影響を受け、空き店舗の増加が課題となっています。
　今後においても、さらなる創業支援を行うため、商工会及び関係機関との連携を図りながら、市内創業者等
に対し、補助金による支援を行い、商店街の活性化及び空き店舗の解消に努めていきます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

商工融資事業 630112013 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

商店街活性化補助事業 630112015 ー 1 1 ー

商工会補助事業 630112014 ① 1 1 ー

中小企業・小規模企業振興会議運営事業 630112021 ー ー ー ー

市営駐車場管理事業 630112016 ー ー ー ー

中小企業・小規模企業振興基本計画策定事業 630112023 ー ー ー ー

新型コロナウイルス感染症緊急特別対策利子補給事業 630112022 ー ー ー ー

移動販売導入事業費補助事業 630112026 ー ー ー ー

市内事業者支援窓口設置事業 630112025 ー 1 1 ー

事業者・農業者物価高騰等対策給付金給付事業 630112027 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ４　観光の振興 総合振興計画大綱 ６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

細施策２ 観光PR活動の強化 細施策８

細施策３ 観光案内や特産品PRの充実 細施策９

施策の
基本的
方向性

花や伝統文化、史跡等の観光資源の環境整備及びネットワーク化を図り、個性と魅力にあふれた観光事業を展開し
ます。
また、久喜提燈祭り、菖蒲夏祭り、くりはし夏祭り、鷲宮の八坂祭・土師祭等の伝統的な祭りや、あやめ、ラベン

ダー、コスモスなどの花による催しを活用し、地元の特産品の販売やPRなどに取り組みます。

細施策１ 観光資源の発掘・活用 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部久喜ブランド推進課 関係部課 環境経済部農業振興課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 観光イベント来場者数

単位
1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000
918,000

項
番

指標名

896,000 156,000 282,000 481,000

人
91.8% 89.6% 15.6% 28.2% 48.1%

実績

②
観光ホームページ
アクセス件数

単位
52,000 54,000 54,000 54,000 55,000
45,381 52,269 37,203 44,312 46,745

件
87.3% 96.8% 68.9% 82.1% 85.0%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 24,776,761 23,476,074 22,389,898 21,219,613 24,558,000

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　伝統的な祭りや花を活用したイベントなど、催しに関する情報提供について、様々なツールを活用し、速や
かな情報発信に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

ホームページ、広報紙、フェイスブック等の市公式SNSにより情報発信を行ったほか、市のインスタグラムにおいて、市
の魅力を発信する写真を投稿するなど、あらゆる世代への魅力的な情報発信としてPR方法を引き続き工夫しました。
また、コロナ禍でも多くの幅広い世代に情報が届けられるよう、日光街道埼玉六宿の関係市町と連携を図り、非接触型電

子スタンプラリーを実施しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 住んでよかった、来てよかったと思える魅力的なまちをつくる KPI番号 ④ 総合振興計画成果指標との重複 6-4-①

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

観光イベントの来場者数

単位 目標 1,000,000 1,000,000

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

1,000,000

人
実績 156,000 282,000 481,000

達成率 15.6% 28.2% 48.1%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　新型コロナウイルス感染症の影響により縮小したイベントの来場者数を、コロナ禍前の水準に戻していくこ
とが課題となっています。
　近年の観光ニーズの多様化に対し、既存の観光資源のさらなる周知や新たな観光資源の発掘をはじめ、交流
人口の増加に向けた多面的な取組みを、観光協会や商工会等の関係機関と引き続き連携し進めていく必要があ
ります。

今後も本市の魅力を市ホームページ、市SNS等の活用だけでなく、適切な機会を捉え情報発信を行っていき
ます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

コスモスふれあいロード推進事業 640111929 ー 2 2 ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

市民まつり支援事業 640112012 ー ー ー ー

あやめ・ラベンダー植栽維持管理事業 640111930 ー 2 2 ー

コスモスふれあいロード推進事業 640112031 ー ー ー ー

観光協会補助事業 640112029 ① ー ー ー

日光街道埼玉六宿連携事業 640112033 ー ー ー ー

コスモスフェスタ支援事業 640112032 ー ー ー ー

イベント開催支援事業 640112037 ー ー ー ー

河津桜植栽事業 640112036 ー ー ー ー

観光情報発信事業 640212030 ② 2 2 ④

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ５　勤労者福祉と就業支援の充実 総合振興計画大綱 ６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

細施策２ 勤労者福祉の充実 細施策８

細施策３ 細施策９

施策の
基本的
方向性

勤労者が豊かで充実した生活が送れるよう、関係機関・団体との連携により、福利厚生の充実を図るとともに、安
定した就業環境の確保に努めます。
また、若者や女性の就業への支援、さらに、定年退職後にその経験と技能を生かすことのできる新たな就業の支援

に努めます。

細施策１ 雇用機会の確保と地元就職の促進 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 環境経済部久喜ブランド推進課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 就業者数

単位
71,280 71,280 71,280 71,280 71,280
74,872

項
番

指標名

74,872 74,872 70,517 70,517

人
105.0% 105.0% 105.0% 98.9% 98.9%

令和4年度実績値は、令和2年国勢調査による(公表日:令和4年5月27日)

実績

②
久喜市ふるさとハロー
ワークでの雇用相談に
おける市内就職率

単位
64.2 64.2 65.5 66.5 68.0
79.6 77.8 73.7 76.5 72.5

％
124.0% 121.2% 112.5% 115.0% 106.6%

③
久喜市ふるさとハロー
ワークの雇用相談利用
者数

単位
9,500 9,500 9,500 9,500 9,500
6,981 6,581 6,548 7,816 6,643

人
73.5% 69.3% 68.9% 82.3% 69.9%

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 874,614 854,951 276,664 248,028 237,935

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

内職相談員による内職相談を週2回実施するとともに、ハローワーク春日部と連携し、市役所2階に設置さ
れている久喜市ふるさとハローワークにおいて、就職相談や職業紹介を実施しました。
　この他、埼玉県との共催で労働セミナーを1回開催しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 積極的な経済活性化、安心して働けるまちをつくる KPI番号 ⑤ 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

就業支援セミナー開催数
（累計）

単位 目標 20 24

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

28

回
実績 23 26 27

達成率 115.0% 108.3% 96.4%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　少子高齢化等の社会経済情勢の変化による企業と求職者のミスマッチの解消が課題となっているほか、新型
コロナウイルス感染症等の社会経済情勢の変化に伴い、雇用の悪化が懸念されます。
　雇用機会の確保と雇用の促進を図るため、引き続き、ハローワーク春日部、久喜市ふるさとハローワーク等
の関係機関との連携強化を図り、様々な求職者に対応した就労支援に努めていきます。
　また、労働セミナーを県との共催により開催し、新たな就業の支援と安定した労働環境の確保に努めていき
ます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 環境経済部長　中山　浩二

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

シルバー人材センター補助事業 650112003 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

勤労者団体補助事業 650212001 ー ー ー ー

雇用対策事業 650112005 ①②③ 1 3 ー

勤労者住宅資金貸付事業 650212007 ー ー ー ー

勤労者サポート事業 650212006 ー ー ー ー

労働会館管理事業 650212009 ー ー ー ー

勤労福祉センター管理事業 650212008 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ６　消費生活の充実 総合振興計画大綱 ６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

細施策２ 消費生活相談の充実 細施策８

細施策３ 消費者団体の育成・支援 細施策９

施策の
基本的
方向性

市民が安心して暮らせるまちを目指し、安全で安心な商品を購入できるよう、消費生活情報の提供と啓発活動に努
めるとともに、消費生活において生じた問題などを解決するための消費生活相談の充実を図ります。
　また、環境に配慮した消費者活動を促進します。

細施策１ 自立する消費者の育成・支援 細施策７

細施策６ 細施策１２

所管部課 市民部市民生活課 関係部課

細施策４ 細施策１０

細施策５ 細施策１１

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 消費者相談件数

単位
470以下 470以下 470以下 470以下 470以下

674

項
番

指標名

645 514 470 423

件
56.6% 62.8% 90.6% 100.0% 110.0%

実績

② 消費生活講座受講者数

単位
50 50 55 55 60
61 17 43 50 52

人
122.0% 34.0% 78.2% 90.9% 86.7%

③

単位

④

単位

⑤

単位

⑥

単位

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 3,122,290 3,174,729 616,178 549,232 533,663

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

前年度行政評価
委員会の意見

　消費生活相談について、相談内容の複雑化や多様化に対応した、相談体制の充実に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

消費生活相談の開催に加えて、消費生活相談員を高齢者大学に講師として派遣したほか、消費生活講座を2回開催
するなど、自立した消費者の育成に努めました。

また、小学校からの依頼に基づき、エシカル消費に関する資料等の提供を行ったほか、消費者団体と連携し、児
童達の取組みを発表する場を提供しました。
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

　インターネットを活用した商品やサービスの提供等により、消費者の利便性が向上した一方で商品やサービ
スの販売方法等が複雑かつ多様化していることから、消費者自身がトラブルの発生を未然に防ぐ力や、トラブ
ルに対応できる力を養うために、消費者の保護や自立した消費者の育成を進めていく必要があります。
　このため、広報紙やホームページでの情報提供や消費生活講座等を開催し、自立した消費者の育成に取り組
みます。

また、国民生活センターが運営する情報ネットワーク「PIO-NET（パイオ-ネット）」の活用や埼玉県消費
生活支援センター等との連携のほか、法律相談をはじめとする各種相談窓口の利用を促すなど、相談体制を充
実し、消費者の保護に取り組みます。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 市民部長　小澤　敦子

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

食品等の放射性物質検査事業 660111319 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

消費生活事業 660211318 ①② ー ー ー

法律相談事業 660211315 ー ー ー ー

行政評価委員会
の意見
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１．施策概要

２．施策の結果

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

市職員については、「久喜市定員適正化計画（令和2年度から令和6年度まで）」に基づき、適正な定員管理・人
員配置に取り組みました。

行政改革については、「第2次久喜市行政改革大綱（平成29年度から令和3年度まで）」に基づき、行政改革の取
組み結果について評価を実施し、久喜市行政改革推進委員会において答申を頂きました。

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 8,459,517 9,800,791 8,812,853 8,517,736 13,988,346

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

⑥

単位

⑤

単位

④

単位

③
施策評価の成果指標の
達成率

単位
100 100 100 100 100
63.3 58.8 52.9 36.4 42.0

％
63.3% 58.8% 52.9% 36.4% 42.0%

施策における成果指標の達成率が100%以上となった割合

②
行政改革実施計画の
達成率

単位
100 100 100 100 100
80.0 81.3 74.0 74.0 －

％
80.0% 81.3% 74.0% 74.0% －

第2次行政改革実施計画における進捗状況が「B（計画どおり）」以上となった割合

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 市職員数

単位
915 912 908 908 908以下
913

項
番

指標名

905 905 908 908

人
100.2% 100.8% 100.3% 100.0% 100.0%

実績

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実績 実績 実績 実績

細施策６ 公共施設等の適正管理の推進 細施策１２

所管部課 総合政策部企画政策課 関係部課 総合政策部情報推進課、総合政策部アセットマネジメント推進課、総務部庶務課、総務部人事課、市民部市民課（総合窓口）

細施策４ 電子市役所の推進 細施策１０

細施策５ 窓口サービスの向上 細施策１１

細施策３ 人材育成の推進 細施策９

施策の
基本的
方向性

本市が持続的に発展し自立したまちづくりを実現していくため、職員の政策立案能力の向上や組織の見直し、ICT
の活用による行政事務の効率化、民間の優れた経営手法を活用する指定管理者制度の活用など、最小の経費で最大の
効果を目指した、簡素で効率的な行財政運営に取り組みます。
また、行政が行う活動の成果向上に向けて、政策・施策・事務事業について客観的に評価し、改善を進めていく行

政評価システムを積極的に活用するなど、行政改革に取り組みます。

細施策１ 変化に対応した行政運営 細施策７ 公有財産の有効活用

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 １　行政改革の推進 総合振興計画大綱 ７　行財政を見直し、改革を進めるまち

細施策２ 行政評価の推進 細施策８
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

行政評価委員会
の意見

別紙のとおり

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

本市の行政改革については、これまで第2次久喜市行政改革大綱（平成29年度から令和3年度まで）に基づ
いて取組みを推進してきましたが、今後は第2次久喜市総合振興計画と一体的に取り組むことで、より一層効
率的かつ効果的な行財政運営の実現を目指します。

第2次久喜市総合振興計画に対応した行政評価システムにおいては、これまで実施していた行政改革や事務
事業評価、施策評価を一体的に評価する仕組みを構築していきます。

国では、自治体におけるDX（デジタル・トランスフォーメーション）の推進に取り組んでいます。本市に
おいても、電子申請・届出サービスの拡大や、AI‐OCR等の新たなICT技術の活用等によって、行政（窓口）
サービスの向上と行政運営の効率化を図ってまいります。
※総合戦略KPI「AI・RPAの適用業務数（累計）」について、令和3年度の検証事業をもってRPAの活用を休止
していることから、令和4年度はAI‐OCRの適用業務数の実績とします。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 総合政策部長　関口　康好

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

□ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

■

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

10

件
実績 2 28 15

達成率 66.7% 466.7% 150.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

AI・RPAの適用業務数
（累計）

単位 目標 3 6

基本目標 あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちをつくる KPI番号 ⑦ 総合振興計画成果指標との重複 －

20

施設
実績 24 29 30

達成率 120.0% 145.0% 150.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

公衆無線LANの導入施設数
（累計）

単位 目標 20 20

基本目標 住んでよかった、来てよかったと思える魅力的なまちをつくる KPI番号 ⑥ 総合振興計画成果指標との重複 －
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５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38 鷲宮総合支所エレベーター改修事業 710714405 ー ー ー ー

事務機器管理事業 710714404 ー ー ー ー

鷲宮総合支所庁舎管理事業 710714403 ー ー ー ー

旧栗橋第一幼稚園園舎等解体事業 710714304 ー ー ー ー

栗橋総合支所庁舎管理事業 710714302 ー ー ー ー

菖蒲総合支所庁舎管理事業 710714103 ー ー ー ー

第二庁舎管理事業 710713301 ー ー ー ー

低公害車購入事業 710710620 ー ー ー ー

公用車管理事業 710710619 ー ー ー ー

市有財産維持管理事業 710710616 ー 4 3 ー

本庁舎管理事業 710710615 ー 4 3 ー

財産管理業務経費（庶務課分） 710710614 ー ー ー ー

財産管理業務経費（アセットマネジメント推進課分） 710710402 ー ー ー ー

東京理科大学跡地管理事業 710710108 ー ー ー ー

アセットマネジメント基金積立事業 710610404 ー ー ー ー

公共施設アセットマネジメント推進事業 710610403 ー 4 3 ー

指定管理者推進事業 710610107 ー ー ー ー

個人番号通知書・個人番号カード交付事業 710511608 ー ー ー ー

コンビニ交付事業 710511607 ー ー ー ー

旅券事務事業 710511606 ー ー ー ー

住居表示事務事業 710511605 ー ー ー ー

印鑑登録事務事業 710511604 ー ー ー ー

住民基本台帳事務事業 710511603 ー ー ー ー

戸籍事務事業 710511602 ー ー ー ー

マイナポイント予約及び申込支援事業 710510311 ー ー ー ー

公共施設予約管理システム更新事業 710410310 ー ー ー ー

デジタル推進事業 710410308 ー 4 3 ⑦

統合型地理情報システム維持管理事業 710410306 ー ー ー ー

公共施設予約管理システム維持管理事業 710410305 ー ー ー ー

住民情報システム維持管理事業 710410304 ー ー ー ー

内部情報系システム維持管理事業 710410303 ー ー ー ー

職員福利厚生事業 710310707 ー ー ー ー

職員研修事業 710310706 ー ー ー ー

行政評価推進事業 710210106 ③ ー ー ー

人事管理事業 710110705 ① ー ー ー

公衆無線ＬＡＮ運用事業 710110307 ー 2 3 ⑥

総合振興計画策定事業 710110109 ー ー ー ー

行政改革推進事業 710110105 ② ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ
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１．施策概要

２．施策の結果

成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 12,969,935 16,428,095 4,210,247 3,871,644 4,618,494

前年度行政評価
委員会の意見

　市の財政状況について、引き続き透明性のある情報公開を行い、健全な財政運営に努められたい。

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　各財政指標については、経常経費の節減や市債借入の抑制等を実施し、指標の改善に努めました。
市税の納付方法については、広報紙、ホームページ、当初納税通知書により周知を図りました。また、市税の未納に対しては、督促状の送

付のほか、文書や電話による催告を行い、それでも納付又は納税相談がない場合には、財産調査の結果に応じて差押え又は滞納処分の執行停
止を行いました。

ふるさと納税については、市内事業者訪問等を実施し、返礼品の拡充に努めました。また、返礼品紹介サイトに掲載し、返礼品の周知を図
りました。

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑦

単位

⑥

単位

⑤

単位

16.4 15.7 12.8 12.7 13.4
④

年度末財政調整基金
残高

単位
標準財政規模の10％以上 標準財政規模の10％以上 標準財政規模の10％以上

％
164.0% 157.0% 128.0% 127.0% 134.0%

144.3%

6.3以下
5.3 4.94 4.84 3.83 3.51

標準財政規模の10％以上 標準財政規模の10％以上

③ 市税の滞納額

単位
7.71以下 7.33以下 6.97以下 6.63以下

億円
131.3% 132.6% 130.6% 142.2%

5.3 4.7
6.5 6.1 5.7 5.1 4.3

② 実質公債費比率

単位
7.3 6.6 6.0

％
111.0% 107.6% 105.0% 103.8% 108.5%

令和4年度の目標値は、令和3年度の実績値と4.7%を比較して低い方の比率

実績

達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

93.0 93.1 89.5 83.6 90.8

目標・計画 目標・計画

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

① 経常収支比率

単位
90.2 90.2 90.2 90.2 89.5

％

項
番

指標名

96.9% 96.8% 100.8% 107.3% 99.9%
各年度の目標値は、その前年度の県内市平均値と90.2%を比較し、低い方の比率

細施策５ 細施策１１

細施策３ 細施策９

実績 実績 実績 実績

細施策６ 細施策１２

所管部課 総合政策部財政課 関係部課 総務部市民税課、総務部資産税課、総務部収納課、環境経済部久喜ブランド推進課

令和４年度

目標・計画 目標・計画 目標・計画

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

施策名 ２　健全な財政運営の確立 総合振興計画大綱 ７　行財政を見直し、改革を進めるまち

細施策４ 細施策１０

細施策２ 効率的・効果的な財政運営の推進 細施策８

施策の
基本的
方向性

財源収入の根幹をなす市税の適正な課税と滞納額の圧縮等により、自主財源を確保するとともに、受益と負担の公
平性の確保という観点から、使用料・手数料について受益者負担の適正化に努めます。
　併せて、行政経費の削減を図り、効率的かつ効果的で健全な財政運営に努めます。
　また、財政状況について積極的な情報公開を行い、財政運営の透明化に努めます。

細施策１ 健全な財政基盤の確保 細施策７
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

行政評価委員会
の意見

ふるさと納税寄附金推進事業 720112035 ー 2 2 ③

市税収納事業 720111203 ー ー ー ー

市税徴収事業 720111202 ③ ー ー ー

市民税・諸税賦課事業 720111004 ー ー ー ー

項
番

事務事業名
総合振興計画 第２期総合戦略

事務事業番号 成果指標 基本目標 施策 ＫＰＩ

Ｃ
目標・予定を下回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

新型コロナウイルス感染症や原油価格高騰等に起因する光熱水費や生活必需品の物価高騰等により、不安定な
財政状況が続いている中、今後も少子高齢化の影響等による扶助費の増加や、大規模事業の実施による普通建設
事業費の増加が見込まれており、自主財源の確保や、より一層の効率的な財政運営が課題となっています。

今後の施策の方向性については、市有財産の有効活用や有料広告の一層の拡充など、新たな財源の創出に努め
ます。また、安定的な税収確保を図るため、納税手段を拡充して納税者の利便性向上を図るとともに、引き続き
適正な滞納整理を行い、収入未済額の圧縮を進めます。さらに、スクラップ・アンド・ビルドの徹底やゼロ予算
事業の推進、経常一般財源の確保、経常経費の削減など、財政状況に関する認識を職員全体において共有しま
す。

使用料・手数料については、今後も「久喜市使用料及び手数料の見直し方針」に基づき見直しを進めること
で、受益者負担の適正化を図ります。

評価年月日 令和5年7月21日 評価者職氏名 総合政策部長　関口　康好

施策の目標達成
度

□ Ａ
目標・予定を上回る
成果・進捗である

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

■ Ｂ
目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

□

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

実績

達成率

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

実績

達成率

令和２年度 令和３年度 令和４年度
K
P
I
名
称

単位 目標

K
P
I
名
称

ふるさと納税寄附金の
寄附件数

単位 目標 1,000

148.8%

基本目標 KPI番号 総合振興計画成果指標との重複

1,000 1,000

件
実績 753 1,555 1,488

達成率 75.3% 155.5%

基本目標 住んでよかった、来てよかったと思える魅力的なまちをつくる KPI番号 ③ 総合振興計画成果指標との重複 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度
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１．施策概要

２．施策の結果

⑦

単位

98,664

前年度行政評価
委員会の意見

　さらなる施策の推進に努められたい。

101,869 198,133 97,259
成果指標に関係する事務事業の決算額
合計（直接費のみ、単位：円） 116,281

上記意見を踏まえ
た令和４年度の施
策の実施内容（成
果指標に係る内容
を中心に）

　地方分権については、埼玉県と権限移譲対象事務について「埼玉県権限移譲方針」に基づいた協議を行い、
久喜市における今後3か年の権限移譲計画を策定しました。また、埼玉県の「知事の権限に属する事務処理の
特例に関する条例」の改正に伴い、権限移譲済の事務について事務処理範囲の拡大に対応しました。
　広域行政については、田園都市づくり協議会や加須市と連携し、公共施設の相互利用を引き続き実施しまし
た。

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

⑥

単位

⑤

単位

④

単位

③

単位

②

単位

101 101
101 101 101 101 101

①
県からの権限移譲
事務数

単位
101 101 101

事務
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

所管部課 総合政策部企画政策課

目標・計画 目標・計画 目標・計画 目標・計画
項
番

指標名

達成率

目標・計画

達成率 達成率 達成率

実績 実績

指 標 の 積 算 方 法 、 根 拠 及 び 特 記 事 項

広域行政の推進

施策の
基本的
方向性

少子高齢化、情報化、国際化などを背景とした行政課題と多様化する市民ニーズに的確に対処するため、県からの
権限移譲を推進し、行政サービスの向上に努めるとともに、広域的な推進が求められる行政課題等においては、県や
周辺自治体とのさらなる連携を図り、市民に信頼され、自主性・自立性をもった行政サービスの向上に努めます。

細施策７細施策１

細施策６ 細施策１２

地方分権の推進

細施策１０

細施策１１

細施策２

細施策３ 細施策９

令和元年度 令和２年度

実績 実績 実績

達成率

令和５年度施策評価シート

対象 令和４年度実施施策

令和３年度 令和４年度

関係部課

細施策４

細施策５

平成３０年度

施策名 ３　地方分権・広域行政の推進 総合振興計画大綱 ７　行財政を見直し、改革を進めるまち

細施策８
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３．第２期総合戦略との関連

４．施策の目標達成度、主要課題、今後の方向性

５．構成する事務事業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６．行政評価委員会の意見

目標

実績

達成率

単位

単位

単位

達成率

目標

実績

施策の主要課題
及び今後の施策
の方向性

権限移譲については、埼玉県から事務の受け入れを積極的に行った結果、令和5年4月1日時点で移譲率が
79.5％（埼玉県内6位）と、高い水準を維持しています。社会の変化、法律や県条例の改正に対応して、今後
も新規移譲事務の受入れについて検討を行い、地方分権の推進と市民サービスの向上を推進してまいります。
　広域行政については、周辺自治体との情報共有及び連携の強化を図り、公共施設の相互利用等、既存の取組
みを引き続き実施していくとともに、新たな取組みの実施についても検討していきます。

令和２年度

基本目標

目標

実績

達成率

行政評価委員会
の意見

KPI番号

基本目標

K
P
I
名
称

総合振興計画成果指標との重複

KPI番号

令和２年度 令和３年度 令和４年度

K
P
I
名
称

項
番

施策の目標達成
度

□

■

評価年月日 令和5年7月21日

□

評価者職氏名

総合振興計画成果指標との重複基本目標

Ａ

K
P
I
名
称

KPI番号

令和４年度指標達成率で、最も低い達成率が８０％以上である。

令和４年度指標達成率で、８０％未満の指標が１つ以上ある。

Ｂ

令和４年度指標達成率が、全て１００％を超えている。

令和２年度 令和３年度

総合振興計画成果指標との重複

令和４年度

令和４年度令和３年度

事務事業番号

総合振興計画

Ｃ

目標・予定を上回る
成果・進捗である

目標・予定に概ね沿
う成果・進捗である

目標・予定を下回る
成果・進捗である

総合政策部長　関口　康好

ー

基本目標

第２期総合戦略

ー

施策 ＫＰＩ

ー

成果指標

730110103 ①

事務事業名

企画業務経費（地方分権分）
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